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1は じめ に

現代 の女子大学生は、被服に対 して高い関心 を持 ち、衣生活を自由に楽 しんでいるように

見受 けられる。

被服行動 は、一般に、社会的、心理的、経済的、お よび審美的要因などによって規定 され

るものであるが、反面 「被服はパ ーソナ リテ ィ、あるいは自己を映 し出 した もの と見ること

がで きる」Pと 述べ られていることから、心理的側面からの検討が とりわけ重要 となろう,,

本研究では、女子短期大学生を対象に して、YG性 格検査を用いた心理尺度テス トと被服、

色彩、髪型の嗜好、および被服着用 に関するアンケー ト、な らびにパ ネル調査 を併せて実施

し、女子短期大学生の性格特性が、被服(色 彩や髪型の嗜好 も含む)に 対する意識や行動 と

いかに関連す るかについて検討 したので報 告す る。

2調 査 の概 要 と 目的

2q調 査の対象者

本学の服飾学科 ・生活文化学科 ・秘書学科の女子学生199名(有 効数)を 対象 とした。

2・2調 査時期

1991年5月20日 ～5月25日

2・3調 査方法

被服 に対す る意識 と行動 に関する調査では、質問紙 を配布 し被験者の一部カラーチャー ト

および写真を提示 し集合調査を行 い、心理的スケールについては、YG性 格検査 を質 問紙法

形式で同様に集合調査 を実施 した。

※大手前女予大学
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大手前女子学園 「研究集録」(大 手前女子短大研集)第11号(1991年)

2・4調 査 内容

〔1〕 被服 に対す る意識 と行 動 では、質 問紙法 による34問 の設 問 と被験者 にカラーチ ャー

ト12)を 提示 して一 番好 きな色 を選 択 させ るパ ネル調 査 を実 施 した。 カ ラーテ ヤー ト1の 内

容 は表1の 通 りで ある。

カラー につ いて は75色 をカ ラーチ ャー ト(表2)の よ うに、色相 別14の グル ー プ に分 類

した。

次 に、髪型 の カタ ログ3)(図1>を 、被験 者クこ提 示 して好 きな髪型 を選 択 させ た。

さ らに、6葉 の振 り袖 の着 装 カ ラー写真(そ の内容 は表3に 示す)を 雑 誌4)よ り選択 し、

被験者 に提示 して着 てみ たい振 り袖 を選択 させ た。

次 いで、 その振 り袖 の選 ん だ理 由(表4)1つ を選択 させ た。

表1カ ラ ー チ ャ ー ト内 容 一 覧(カ ラ ー チ ャー ト1)

hue

tone

Red Orange Yellow YellowGreen Green

pale
①
palepink

②
palebelge

③
paleyehOw

④
pale

yellOwgreen

⑤
palegreen

light

grayish

⑪
grayishpink

⑫
beige

⑬
grayishyellow

⑭
grayish

yellowgreen

⑮
lightgrayish

green

dul1
⑳
dullred

⑳
StrOngOrange

⑳
OliVeyellOW

⑳
dull

yellOWgreen

⑳
dullgreen

light ⑳
pink

⑫
lightorange

⑳
lightyellow

⑭
light

yellOWgreen

⑮
hghtgreen

vivid ⑳
vividred

⑫
vividorange

⑬
vividyellow

⑭
vivid

yellowgreen

⑮
vividgreen

deep ⑪
deepred

⑫
brownishgold

⑬
OliveyellOw

⑭
deep

yellowgreen

⑯
deepgreen

dark
⑪
darkred

⑫
brown

⑬
olive

⑭
olivegreen

⑮
darkgreen

neutral 一 一 一 一 一

hue

tone

BlueGreen Blue Violet Purple RedPurple

pale

⑥
pale

greenishsky

⑦
palesky

⑧
palelavendar

⑨
paleIilac

⑩
pale

purplishpink

1ight

grayish

⑯
hght

grayishgreen

⑰
light

grayishblue

⑱
lightgrayish

violet

⑲
lightgrayish

purple

⑳
grayishpink
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本学学生の被服行動 とYG性 格特性 との関連性について

表1カ ラーチャー ト内容一覧表(カ ラーチ ャー ト1)

hue

tone

BlueGreen Blue Violet Purp韮e RedPurPle

dull

⑳
dull

bluegreen

⑳
dllllblue

⑳
dullviolet

⑳
dullPurple

⑳
dull

redpurple

1ight

⑯
light

加rquoise

⑳
1ightblue

(sky)

⑱
hghtviolet
(lavender)

⑳
lightpurple

(1ilac)

⑳
purplishplnk

vivld

⑯
vlvid

bluegreen

⑰
vMdblue

⑱
vividviolet

⑲
vividpurple

⑩
vivid

redpurP!e

⑯deep}deep
}bluegreen

⑰
deepb孟ue

⑱
deepviolet

⑲
deeppurple

⑳
deep

redpurple

dark
⑯
dark

greenishblue

⑰
darkblue

⑱
darkviolet

⑲
darkpurple

}

⑳
darkredpurple

(wine)

neutra1 ⑳
whlte

⑫
王ightgray

⑳ ⑭
mediumgraydarkgray

⑳
black

1 2 3

ボ ブ ロ ン グ ス トレ ー ト ソ フ トウ
ェ_ビ_

図1ヘ ア ス タ イル

表2カ ラ ー チ ャ ー ト(色 相 別 分類)

カ ラー チ ャ ー ト/色 番 号 カ ラ ー チ ャ～ ト/色 番 号

1 red系 ⑳ ⑳ ⑪ ⑪ 8 blue系 ⑯ ⑰ ⑰ ⑳ ⑳ ⑰ ⑰ ⑰
2 pink系 ⑪ ⑩ ⑪ ⑳ ⑳ ⑳ 9 violet系 ⑱ ⑱ ⑳ ⑳ ⑱ ⑱ ⑱
3 orallge系 ⑫ ⑫ ⑳ ⑫ ⑫ ⑫ ⑫ ユo purple系 ⑲ ⑲ ⑳ ⑳ ⑲ ⑲ ⑲
4 yellOW系 ⑬ ⑬ ⑳ ⑳ ⑬ ⑬ ⑬ 11 redpurple系

一 　

⑳ ⑩ ⑳ ⑳
5 yellow塞reen系 ⑭ ⑭ ⑳ ⑭ ⑭ ⑭ ⑭ 12 white

一
⑳

6 green系 ⑮ ⑮ ⑳ ⑯ ⑮ ⑯ 〈⑮ 13 gray系 ⑫ ⑬ ⑭
7

1

bluegreen系

(turqUoise) ⑯ ⑳ ⑳ ⑯ ⑯ ⑯ 14 black ⑳
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大手前女子学園 「研究集録」(大 手前女子短大研集〉第11号(1991年)

表3振 り袖の説明

1 濃青緑地に花と唐子模様柄で大正ロマン風

2 赤地に黒と金のぼかし分けで花柄で古典的

3 緑色地に辻が花柄で現代的

4 桃色地に金糸の雲取り柄で古典的

5
紫地に青緑と黒のぼかし分けで
モダンな花柄で現代的

6
黄土色と青地の裾濃きものに御所解文様で
古典的

表4振 り袖の選択 した理由

〔2〕YG性 格検査5)(矢 田部 ・ギルフ ォー ド性格検査)は 数ある心理検査の中で は、多

次元的な性格特性 を同時 に測定することを目的に作成された検査で質問紙法 による120問 の

回答か ら、12項 目(表5)の 性格特性の粗点を算出 して性格 のプ ロフィールを見 ようとす

るものである。本調査では12尺 度の各特性の粗点か ら個人得点を12尺 度毎 に算 出 し、平均

値、標準偏差値 を特性間の相関係数及び、12特 性 についての主成分分析 を行 った。

表5性 格特性12項 目

D.抑 うつ 性(depression) Ag. 愛 想 の な い こ と(lackofagreeableness)

C.回 帰 性 傾 向(cyclictendency) G. 一 般 的 活 動1生(generalactivity)

1.劣 等 感(inferiorityfeelings) R. の ん き さ(rhathymia>

N.神 経 質(nervousnness) T. 思 考 的 外 向(thinkingextraversion)

0.客 観 性 が な い こ と(lackofobjectivity> A. 支 配 性(ascendance)

Co.協 調 性 の な い こ と(lackofcooperativeness) S. 社 会 的 外 向(socialextraversion)

2・5集 計お よび解析方法

〔1〕 集計方法

被服 に対する意識 と行動 に関す る調査では、質問紙法(34設 問)と パネル調査 を併用 した。

YG性 格検査を実施 して得 られた性格特性尺度(12特 性)の 粗点 を算串 し、検査用紙 に記

載 されているパ ーセンタイル値か ら5段 階判別の標準得点を判定 した。

さらに、標準点を下位(1、2)、 中位(3)、 上位(4、5)の クラス に分 けて12尺 度

の粗点と標準点クラスを解析に用いた。

〔2〕 解析方法

被服行動調査 は各項 目の頻度集計 を行 った。YGテ ス トについては粗点平均値、偏差値 を

求めた。次いで、被服行動調査の項 目間およびYGテ ス ト(特 性)と 被服行動項 目間の関連
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本学学生の被服行動 とYG性 格特性 との関連性について

性 につ いて 、統計 的検 定(Z2検 定)を 用 いて検 討 を行 った。

さらに、12特 性 間の相 関行 列 を求め 、 この相 関行列 か ら主 成 分 分 析 を適用 して特 性 値 の

意 味づ けを検 証 した。 こ こで算 出 され た主 成分 と因子負 荷量 か ら各 主 成 分 とYG特 性 間 の 関

連性 と意 味 につ いて検討 した。

なお 、計算処 理 には 、京都 大学 大型 計算機 セ ンターのM780/30を 利 用 し行 い 、種 々の 統

計解 析 には同 セ ンター に登録 されて いる統計 アプ リケーシ ョンソフ トウェアのSAS(Statistical

AllalyslsSystem)6)を 用 い た。

3結 果 お よ び 考 察

3・ ユ 被服 行動調 査 につ いて

(ユ)歩 頁度 集言{・

今 回 の被 服行 動 に関す るア ンケ ー ト調 査 を実施す るにあた って は、以 下に示 す主 要 な要 因

につ いて の動向 を把 握 す る ことが 目的 の一つ であ った。つ ま り、

1.被 服 に対 しての 全般的 な関心 度

2、 被 服 にお け る同調性 に対 す る反応 と評価

3.被 服 に よる 自己表現 の しか た と優 越 意識 との 関連

4.被 服着用 におけ る性 的魅 力の と らえ方

5.被 服 と流行 につ いての意識

6.被 服素材 に関 す る知 識 と活 用 に対 す る問題

7.被 服 の購買 意識 の動 向

とい った7点 に括 る こ とが で きる。そ こで 頻 度 集計 の結 果 よ りや や 詳 細 に述 べ て 検 討

を行 った。

頻度集 計結 果 を表6に 示す。

まず 、本学学 生 の被 服 に対 す る関心 の高 さを、(QO2)着 る もの に こだ わる者140人(70 .3

%)・(QlO)服 装 は 自己表現 の有 力 な手段 で あ る と思 う者 ユ41人(70 .8%)、(Q18)今 日は

どんな服 を着 ようか と考 えるのが 楽 しい者93人(46.7%)、(Q19)外 出時 に着 る服 が 無 く

て外 出が いや にな るこ とが あ る者140人(70 .4%)、(Q26)服 装 に よって美 し く変 身 す るの

が 楽 しい者 ユ66人(83.4%)と い う調査 結果 か ら読 み取 るこ とがで きる。

人間 は 「常 に他 人 と同 じで あ りたい、世 問 なみ 、他人並 み とい う同調 を望 み なが ら、他 人

と同 じで あ りた くない、個性 化 、優越性 を望 んで い る7)」 とい う矛盾 を持 ってい るが
、(QO4)

T.P.O.に 合 わせ て適 切な服 を選 んでい る者 ユ26人(63 .3%)、(QO6)女 性 の 目 を意 識 して 服

を着 てい る者96入(48.3%)、(QO9)自 分 の服装 に対 して他 人が ど う思 って い る か を気 に

す る方 であ る者U8人(59.3%)、(Q29)お もに母 と服 を買 いに い く者86入(32 .9%)、 お

よび女友達 と買 いに行 く者80人(30 .7%)と な っ た調 査 結 果 を見 る限 り、 同 調(同 …化)
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表6被 服行動

設 問 項 目 カ テ ゴ リー
度数 頻度
(人〉(%)

QO1 あなたは上手に服を着 こなしている と思いますか。 1そ う思 う
2そ う思わない
3わ か らない

2914.6

7839.2

9246.2

QO2 人間は服装 よりも自分自身が大切だか ら、着 るものにこ
だわらない方が良い と思 いますか。

1そ う思 う
2そ う思 わない
3わ か らない

199.6

14070.3

4020.1

QO3 あなたは他人 と同 じような服装 をす るのが嫌 いなので、
個性 的な服 を着 るほ うが良いと思い ますか。

1そ う思 う
2そ う思 わない
3わ からない

8140.7

5527.6

6331.7

QO4 あなたはT・P・0に 合わせ て適切 な服 を選んで送ると
思い ますか。

1そ う思 う
2そ う思 わない
3わ からない

12663.3

189.1

5527.6

QO5 あなたは男性の 目を意識 して服 を着 てい ると思い ますか。 1そ う思う
2そ う思わない
3わ からない

6331.7

8844.2

4824.1

QO6 あなたは女性 の目を意識 して服を着 ていると思い ますか。 1そ う思 う
2そ う思わない
3わ か らない

9648.3

5326.6
5025.1

QO7 あなたは夏祭には浴衣(ゆ かた)を 着たい と思い ますか。 1そ う思 う
2そ う思わない
3わ か らない

175879

2010.1

42.0

QO8 あなたは服 を購 入する場合、素材が天然繊維 の服(綿 ・
麻 ・絹 ・毛)を 主に選 んでい ると思い ますか。

1そ う思 う
2そ う思わない
3わ か らない

7537.7
8743.7
3718.6

QO9 あなたは自分の服装 に対 して他人が どう思 っているか を気
にす るほうですか。

1そ う思 う
2そ う思わ ない
3わ か らない

11859.3

5527.6

2613.1

Q10 あなたは服装 は自己表現 の有力 な手段である と思 います
か。

1そ う思 う
2そ う思 わない
3わ か らない

14170.8

3417.1

2412.1

Q11 あなたは正 月には着物 を着たいと思い ますか。 1そ う思 う
2そ う思 わない
3わ か らない

149749
3819.1
126.0

Q12 あ なたは どちらか とい うと目立たない地味な服装が好 き
ですか。

1そ う思 う
2そ う思 わない
3わ か らない

4422.1

10954.8
4623.1

Q13 あなたは周囲の人達 と同 じような服装 を している方が気
持 ちが落ちつ くように思い ますか。

1そ う思 う
2そ う思わない
3わ か らない

5728.6
8442.2
5829.2

Q14 あなたは少 し高価 でもデザ インと品質のよいもの を選ん
でいると思い ますか。

1そ う思 う
2そ う思わない
3わ か らない

9648.3

5025.1

5326.6

Q15 あなたは最近、母 ・姉 や自分の服 を仕 立直 し(リ フォー
ム)し て着 ることがあ りますか。

1そ う思 う
2そ う思わない
3わ からない

3115.6

15979.9

94.5

Q16 あなたは服 の枚数は比較 的少 なくて も上手に組合せ て変
化 をつけたいと思い ますか。

1そ う思 う
2そ う思 わない
3わ からない

18090.5

115.5

84.0

Q17 あなたは流行の最先端の服 を着 るのは恥ずか しいですか。 1そ う思 う
2そ う思 わない
3わ か らない

4623.1

10954.8
4422.1

Q18 あ なたは今 日はどんな服 を着ようかと考 えるのは楽 しい
ですか。

1そ う思う
2そ う思わない
3わ か らない

9346.7

7135.7

3517.6

Q19 あなたは外出する時 に着 る服がな くて外 出がいやに なる
ことがあ りますか。

1そ う思 う
2そ う思わない
3わ か らない

14070.4

4020.1

199.5

Q20 あなたは流行に流 されるのが嫌いで、はや りす た りのな
い服 を選ぶほ うですか。

1そ う思 う
2そ う思 わない
3わ からない

10854.3

5020.1

5125.6

Q21 あなたは新 しい服 を買 う時には気 に入 った らす ぐに買い
ますか。

ユそ う思 う
2そ う思 わない
3わ か らない

10753.8

6733.7
2512.5

Q22 あなたは安 くてもよいか ら数多 くの服 をもちたい と思い
ますか。

1無 回答
、 、

2そ っ思 っ
3そ う思わない
4わ か らない

10.5

5326.6

10452.3
4120.6

一203一

N工 工一ElectrOnicLibrarySe-vice



OtemaeUniverSity

本学学生の被服行動 とYG性 格特性 との関連性について

表6被 服行動

一

設 問 項 目 カ テ ゴ リー
度数 頻度
(入)(%)

Q2ぎ1 あなたは人の服装 を見ていろいろ と批判す る方ですか。 1そ う思 う
2そ う思わない
3わ か らない

7839.2

99447.2

2713.6

Q24 あなたは自分で服 を作 ることがあ ります か。 1そ う思 う
2そ う思 わない
3わ からない

3216.1
15??8.9
105.0

Q25 あなたは流行 を追 うつ も りはないのに、いつの間にか流行
に乗せ られていることがあ りますか。

1そ う思 う1107538

翻 辮 い1誌ll:1
「

Q26あ なたは服装 によって美 しく変身するのが楽 しみですか。 0無 回答
1そ う思 う
2そ う思 わない
3わ か らない

1

166

1董.

21

0.5

83.4

5.5

1G.6

Q27あ なたは有名ブラン ドの服 を着てみたい と思いますか。 1そ う思 う
2そ う思わない
3わ か らない

133
35

31

8

ρリ

ハ0

(り

【～

ρり

6

1

1

設 問 事 項 カ テ ゴ リ ー
数
Ω

度
α 糖

Q28有 名 ブラン ドの服を着 てみたい と答 えた 人

Q29 あなたは服 を買 うときは主 に誰 と
買いに行 きますか。

Q30あ なたは成 人式 にはどの ような服を
着たいと思 いますか。
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優越感が えられるか ら
品質がす ぐれているか ら
デザインがす ぐれているから
自分の 自己満足のため
高価 だか ら
その他

11入 で
2女 友達 と
3男 友達と
4父 と
5母 と
6兄 弟 ・姉妹 と
7祖 父 ・祖母 と
8叔 父 ・叔母 と
9そ の他
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Q31 あなたは卒業式 にはどの ような服 を
着たい と思い ますか。

o無 回答
1振 り袖
2袴 姿

1

21

152

0.5

10.6

76.4

3ロ ン グ ドレス 4 2.0

4ド レ ッ シー な ワ ンピ ー ス 6 3.o

5フ ォー マ ル な スー ッ 14 7.0

6そ の他 1 O.5

Q32 あなたは花嫁衣装 にはどれを着たい と !ウ エ デ ィ ン グ ドレス 75 377

思い ますか。 2白 無垢(し ろむ く)に 打掛 け 3 15

31と2の 両方 118 59.3

4そ の他 3 L5

Q33 あなたは ジー ンズをは くのが好 きですか。 1好 き 1ユ39 69.8

2嫌 い i26 13.1

3わ か らない 34 17.1

Q34 ジーンズをは くのが好 きと答 えた人は 1手 入れが簡単 2◎ 13.0

}理 由を書いて くだ さい。
2ス タイルが よくみえる }6 3.9

3上 着 の組合せが簡単であるから 88 57ユ

1 4女 性 ら しさを強調で きるから 0 o.o

1馳 5そ の他} 40 26.0

を重視 した もの といえる。同調 は、現存す る社会規範に自分 を合わせ ることであ り、社会生

活 を安定化 させ る。 しか しなが ら、(Q12)ど ち らか とい う と目立 た ない地 味 な服 装 は好 き

で はな い者109人(54.8%)や(Q13)周 囲の人達 と同 じよ うな服装 を してい る方 が気 持 ち

が 落 ちつ くよ うに思 わ ない者84人(42.2%)と い う一 見 同調 に反 す る態 度 もみ られ るが 、

これは、 「服装規範(服 装の社会的習 わし〉 に対 しては、女子学生 は中年女性 より自由な態
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度 を持 ってい る」 とい う研 究報告8)に 見 られ る ように、時代 と共 に若 年層 の服装 に対 す る意

識 や考 え方 の変化 に よる もの と考 え られ る。 以上 の同調 に関す る調査結 果 は前 回の調査9)と

同傾 向 にあ った。

他 方、服 装で の 自己表現(個 性 化)の 願望 は、(QO3)個 性 的な服 を着 る方 が よい と思 う

者81人(40.7%)と やや少 ない。

優 越性 や威信 的価値観 につ いて は、(Q14)少 し高価 で もデザ イ ンや 品 質 の よい もの を選

んで いる と思 う者96人(48.3%)、(Q22)安 い服 を数多 く持 ちた くない者104人(52.3%)、

(Q27)有 名 ブ ラン ドの服 を着 て みたい者133人(66.8%)か ら、 か な り多 くの学 生 が優 越

性 を望 んで い るこ とが わか る。

性 的魅 力へ の願望 は、(QO5)男 性 の 目を意識 して服 を着 てい る者63人(31.7%)と あ ま

り多 くない ことが認 め られ る。 また、女性 、特 に若年 層で は意識 的で な くて も、乳 房や啓 部

(性差 の特徴)の 形 が よ くみ える ように気 を配 り、 お尻 にぴ った りフ ィ ットしたタイ トスカー

トや ジー ンズ を好 む1°)とされ てい るが 、本学学 生 の場 合 も(Q33)139人(69.8%)が ジ ー

ンズ を好 んでい る。 しか し、 ジー ンズ をは く理 由 をみ れば、①上 着 の組 合せ が簡単 で あ るか

ら88人(57.1%)、 ② その他(活 動 的16人 、楽で あ る10人 な ど)40人(26.0%)、 ③ 手 入 れ

が簡 単 であ るか ら20人(13.0%)な どで、性 的 な面 につ いて は 、潜 在 意 識 は あ る に して も

表面 には全 く出て いない。

流行 に対 しては 、(Q17)流 行 の先 端の服 を着 るの は恥 ず か し くな い者109人(54.8%)、

(Q25)い つ の間 にか流行 にのせ られて い る者107人(53.8%)で あ る こ とか ら、 半 数 以 上

が流行 を追 ってい る ようで あ る。

経済 的 な考 え方 を して い るの は、(Q16)服 の枚 数 は比較 的少 な くて も上 手 に組 み 合 わせ

て変化 をつ け たい者180人(90.5%)、(Q20)は や りす た りの ない服 を選 ぶ 者108人(54.3

%)か らわか るが 、(Q15)最 近 リフ ォー ム(仕 立 て直 し)し て 着 な い者159人(79.9%)、

(Q24)自 分 で服 を作 らない者157人(78。9%)、(Q21)新 しい服 を気 に い っ た らす ぐに買

う者107人(53.8%)と い う若者 ら しい反面 も うかが え る。 しか し、31人(15.6%)が リ

フ ォーム して お り、豊 か な現代 で あ って もなお物 を大切 にす る精神が 読 み取 れて心強 い。

服の素材 につ いて は、(QO8)天 然繊 維 の服 を選 ぶ者 が75人(37.7%)と か な り少 な くなっ

てい るが、 これ は、安価 な合 成繊維 が大量 に市場 に出 まわ り、そ の結 果 、衣服 には財 産 と し

ての価値 はな くな り、 また、必要 に応 じて貸衣 裳 を利 用す る とい う現代 の衣生 活 の状 況 に即

応 してい る もの と推 察で きる。

和服 着用度 の項 目で は、質問 の 「夏祭 には浴衣」 が175人(87.9%)、 「お 正 月 には 着物 」

が149人(74.9%)と それぞ れ高比率 で着 たい と思 って い る。1988年 に実 施 した調 査11)と

比較 す る と、 「浴 衣」が84.2%、 「着物」 が73.3%で あ り、 和 服 の 着 用 比 率 が 漸 次 増 加 の傾

向 を示 して いる。 この原 因につい て考察 して み る と、最近 の傾 向 と して各種行 事が イベ ン ト
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化 し、価値 意識 の多様化 のなか で衣生活 に もあ る程 度余裕 が 出来 、伝統 的衣服 で あ る和服 に

つ いて もT。PDに 併 せ て着用 しよ うとす る意識 の顕 れ と考 え られる。 この よ うな風潮 また は

時 流 のなか で女子 学生 の和 服 着装意 識 につ いて考 えてみ る と、本調 査結 果で は 、人生 の節 と

な るべ き儀式 に溶いて も意 識変化 を読み とる ことが で きる。 た とえ ば、儀 式(卒 業式 、成 人

式)に お ける着二用度 をみれば 、卒業式 で は 「袴姿 」が152入(76.4%)で 最 も多 く、次 い で

「振 り袖 」が21人(m.6%)、 「フ ォーマ ルなス ーッ」14人(7。0%)と な っ て い る。 一方 、

成 人式 で は、逆 に 「袴 姿」 を希望 す る もの はわず かi入 に過 ぎず、 「振 り袖 」 が18ユ 人(91

%)と 圧倒 的 に多 い結果 とな った。前 回1∂の調査結 果で は、成 人式 に ヂ振 り袖の着用 」 を希

望 す る者 が85.4%で あ ったが 、本調査 と比べ て 見 る と大 幅 にの びて い る こ とが わ か る。 最

近の 日本繊維 機械学 会誌'3}に よる 「女子学 生 の晴 れ着 に関す る意 識調査 」 によれば、「フ ォー

マ ル な場 面 にお け る晴 れ着 の選 び方 で は、成 人式 には振 り袖 、卒 業式 には袴姿 を着用 したい

者 が 多い」 とい う報 告が あ るが 、我 々の調 査結果 と対 応パ ター ンの同一一傾向が うかが え られ

る。

次 に振 り袖 につ いての着装 意 識 につ いて 見 ると、振 り袖 は未婚女性 の 第一礼装 といわれ て

お り、着装 の年令 期 間 も未婚 時代 とい う長 い伝 統 的習慣 があ り、被験 者 の 意 識 に は祖 父母 、

両親 か らこの よ うな意識 は十 分知悉 してお り、 人生 の大切 な節 目で ある成 人式 には振 り袖 を

着た い と大 半の被 験者 が望 んで い る。

次 いで、袴 につ い ては、 日本女性 服飾 史司 に よれば 『「明治20年1月17日 に婦 人服制 に つ

いて 皇后 の思 召集 が 出 され その中 で袴 の着 用 を示 唆 されて い る。」 とな って い る。 これ らの

時期 か ら袴 は女 学校 や女子 師範学 校 の生徒 に普及 され、女袴 は女学 生 とい う立場 を示 す制服

で もあ った。袴 は次 の大 正時代 に洋服 の制定 を見 るまでつづ いて用 い られた。』(取 意)と あ

る。袴 姿 は影 をひそめて いたが 、9年 前 の朝 日新 聞'5}に よる と 「今年 は関 西 の卒 業式 に は 、

はか まの人 気が増 加 しつつ あ り復古 調 の兆 しが見受 け られ る」 と報道 してい る。 そ して、現

在 に至 り、益 々卒 業式 に は袴 姿が 人気 を増 しブ ーム を煽 って いる よ うに思 われ る。 本調査 に

おい て も学生 が着 た い と希望 してい る意識 と合致 してい る。 つ ま り、学 生 間で は節 々 とな る

儀 式 に は衣服 の着 わ け を して衣生活 を楽 しん でい る傾 向が み られ る。

次 いで 「花嫁 衣裳 には どの ような衣服 を着 たい と思 い ます か」 で は、 「ウ ェデ ィ ン グ ドレ

スと白無垢 に打 ち掛 け の両 方」 が ユ18人(59 .3%)で 過半 数以上の者 が回答 し、次 いで 「ウェ

デ ィング ドレス」が75人(37.7%)、 「白無垢 に打 ち掛 け」 と 「その他」 が3人(1 .5%)と

な ってい る。

現在 の披露 宴 は ます ます華 美化 し、 お色直 しにお け る 「白無垢 に打 ち掛 け」 衣裳 と 「ウ ェ

デ ィング ドレス」 の着用 はご く平 均 的 とさえいえ る状 況の なかで 、本調:査におけ る学生 の希

望 と一・致 してお り、時流 れ を反 映 した もの とい え るだろ う。
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3・1・2髪 型 の嗜好 度 につ いて

好 きなヘ アス タイル は、表7の ように ソフ トウェー ビー60人(30.2%)で あ り、 次 いで 、

ロングス トレー ト58人(29.2%)、 ワン レングス54人(27 .1%)の 順 に な って い る。 ソ フ

トウェー ビーのヘ アス タイル とは、 シ ョー トヘ ヤ ーに ソフ トなパ ーマ の グラ ンデ ー シ ョンの

ヘヤ ス タイルであ る。髪型 ク リップ'9116)に よれ ば 「女 ら しい ドレス に は ロ ングヘ ヤ ー とい

うのは昨年 まで のス タイルで あ ったが 、今 年 は ボーイ ッシ ュで シ ョー トカ ット風 のヘヤ ース

タイルが ヒ ッ トす る」(取 意)と あ るが 、 この結 果 と も一致 した結 果 とな って い る。 トー タ

ル フ ァ ッシ ョンに敏 感 な学 生が髪 型嗜好 につ いて も流 行 に敏 感 な反応 を示す結 果 とな ったの

で あろ う。

表7ヘ アスタイルの嗜好度

項 目
度数

(人)

頻度

(%〉

1 ワ ン レ ング ス 54 27.1

2 ベ ー シ ック ボ ブ 1 0.5

3 ウ ェー ブ ロ ン グ 20 10.0

4 ボブ 6 3.0

5 ロ ン グ ス トレー ト 58 29.2

6 ソ フ トウ ェ ー ビ ー 60 30.2

3・1・3色 彩嗜好 調査

好 きな色 を調査 した結果(表8)、1位 がblue系61人(31.3%)で あ り、次 いで2位violet

系25人(12.8%)、3位redpurple系24人(12.2%)、4位green系22人(11.2%)と 続 く。

日本色 彩研 究所 に よる色彩 嗜好調 査'7)に よれ ば、 「20才 前 後 の 女性 色 彩 嗜好 順 位 で は1972

～1980年 まで は1位Red 、2位Whiteに な ってい るが、1981年 度 の調 査 で は1位Red、2位

Whiteと 逆転 は して い る ものの女 性 の色 彩嗜 好 におい ては 白色 と赤色 が支持 され て い る」 と

い う報告 があ るが、今 回の調査 で はWhite、Red系 はそれぞ れ9位 と10位 と低 位 で あ り報 告

書 と相違 がみ られ る6前 回'8〕の調査結 果 で は、1位 「pink系31.5%」 、2位 「blue系(17.5

%)」 、3位 「white(10.9%)」 とな り、本調 査 の結 果 とは明 らか に異 な ってい る。

被服心 理学研 究分科 会誌19)に よる男 らしさ、女 らしさ と色 の選 び方 の文 献 に よれ ば、 「色

に見 られ る性差 につ いて 、色 相で は黒、灰 、青 は男 の色 、赤 、榿 、黄 は女 の色 と区別 されて

い る。男 性 は青 系統 の冷 たい色 を、女性 は赤系 統 の暖か い色 を好 む よ うで あ る。 さらに、男

性 色彩 、女性色 彩 の意味論 的特 質の 中で は 、男 性色彩 にはあ ま り明確 的 な特徴 が ないか 、強

いて い えば、黄 一緑 系 の色 が これ に当た り、 これ は外 界 を素直 に受 容 し、 それ との緊張 関係

を作 らない現 実肯 定的 な心 理 を現 す もので あ る。一 方 、女 性色彩 の特徴 はピ ンクと紫系 の色
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にな る。 ピ ンクは力量 性の低 い色で 、何 か に依 りすが りたい とい う依 存傾 向 を現す色 であ る。

… 方 、紫 系 の色 は、外 界 との 緊張関係 の 中で 、ね ば り強 くことをや りぬ こう とす るシ ンの 強

さを現す 。」 とい う記 述が な されて い る。本 調査 の学生 と前 回2°1(1985年)の 学 生 との色 彩

嗜好 を比較 す る と、性 差 で は男性 の色 と女性 の色 に分 かれ る。色彩 の意 味の特質 で は、粘 り

強 く芯 の強 さの イメー ジが選好 され てい る。一方 、何 か に依 りすが りたい とい うイメー ジが

選好 され てお り、女子 学生気 質 の差異 が認 め られ、興味 深い結 果 とな った。

日本 色彩 学会誌21)に よる衣 服嗜 好色 の研 究で は 「20代 ～60代 の女性 に お け る洋服 の嗜 好

色1位blue系 を選 んで いる。 これ は流 行色 に左右 され てい る と もい えよ う。」(取 意)と あ る

が、我 々の調査 は色彩 嗜好 であ るが 、衣 服 嗜好 色 と も一致 してい る。

表8単 色嗜好度

3・1・4,振 り袖 の嗜好性 と選択 行動 につ いて

「振 り袖 の選択 」 と 「選択 した理 由」 を調査 した結 果 をそ れぞれ表9、 表10に 示す。

表 に よる と着 て見 たい振 り袖 で は、 「赤 地 に黒 と金の ぼか し分 けで花 柄で古 典 的」 が68人

(34.2%)で1位 とな り3割 以 上の入 が選好 してい る。2位 、3位 はほぼ同比 率 で 「黄 土 色

と青地 の裾 濃の き もの御 所解 文様 で古典 的」 が37人(18.6%)、 「紫地 に青緑 と黒 の ぼ か し

分 けで モ ダ ンな花柄 」が36人(18.1%)と 選 ばれて い る。 一方 、「濃青緑 地 に花 と唐 子模 様

柄 で大正 ロマ ン風」 が14人(7.0%)で 最下位 であ る。前 回22)の 調査 を柄感覚 み れ ば、 ユ位

が 「古典 的 、49.2%」 、2位 が 「現 代 的、17.0%」 、3位 が 「大 正 ロマ ン風 、13 .7%」 とな

り、 本調査 の結果 と微 妙 に異 な って い る。 この結果 に よれ ば、本調査 の学生 は振 り袖 の選択

において は、現代 的感 覚 よ りも伝統 的感 覚 で古典 的 な方 を選好 し支持 されてい る。
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表10に よれば、着てみたい振 り袖 を選んだ理由どしては 「全体 の色 の調和が好 ま しいか

ら」が88人(44.2%)で 最 も多 く、次いで 「自分に似合いそ うだか ら」が42人(21.1%)、

「豪華 だから」34人(17.1%)の 順 になってい る。一方、 「柄が洋服感覚で現代 的だか ら」

が5人(2.5%)と 極めて少 ない。前回23)の調査の同一設問の結果では、「柄は洋服感覚で現

代的だから」が12.2%で あったが、今回調査 においては減少気 味である。更 に 「豪華 だか

ら」についてみれば、前回22)では7.0%に 対 して、今 回は17%と なってお り、著 しく増加 し

ている。今回の調査結果においては、着物 を洋服 のイメージで選択 していた と思われる項 目

の 「柄が洋服感覚なので選んだ」では支持が減少 している。反面 「豪華だか ら」の支持が増

加 している。この ような結果か ら考 えて見ると、和服 に対す るイメージが被験者(女 子学生

間)層 において4年 間の間に微妙 に変化 していることがこの結果か らうかがえられる。

表9振 り袖の選択

項 目
度数

(人〉

頻度

(%)

1濃 青緑地に花 と唐子模様柄で大正ロマン風
、

2赤 地に黒 と金のぼか し分けで花柄で古典的

14

68

7.0

34.2

3緑 色地に辻が花柄で現代的 16 8.0

4桃 色地に金糸の雲取り柄で古典的 28 14.1

5紫 地に青緑 と黒のぼか し分 けでモ ダンな花柄で現代的 36 18.1

6黄 土色と青地の裾濃きものに御所解文様で古典的 37 18.6

表10振 り袖の選択 した理由

理 由
度数

(人)

頻度

(%)

0無 回答 1 0.5

1昔 からある柄で、和服向きの模様だか ら 20 10.1

2柄 が洋服感覚で現代的だから 5 2.5

3豪 華だから 34 17.1

4自 分に似合いそ うだから 42 21.1

5全 体の色の調和が好 ましいか ら 88 44.2

6そ の他 9 4.5

3・2YG性 格検査の12特 性について

(1)頻 度集計

YG性 格特性尺度の各項 目の頻度集計結果 は表11に 示す通 りである。

この1:低 得点者、2:平 均得点者、3:高 得点者 とい う被験者の得点分布か ら、各性格

特性項 目を次の6タ イプに分類することがで きた。
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表11YG性 格特性尺度

一.一.一 一一一
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タイプ1に はD(抑 うつ性)、T(思 考的外 向)、S(社 会 的外向)が 属 す るが 、 これ は低

得 点者 が相 当多 く ぐ60%台)、 高 得点者 は非 常 に少 ない(2.0～75%)と い う特 徴 を もつ タ

イ プであ る。

タ イプ2に はC(回 帰性 傾 向)、N〈 神経 質)が 属 し、 これ は平均 得 点 者(40～50%台)

が低 得点 者 よ りやや多 く、 高得 点者 は非常 に少 ない(5.0～7.5%)タ イプであ る。

タイプ3に は0(客 観 的で ない こ と)、Ag(愛 想 の悪い こと)が 属 し、低得点者(40%台)

が 平均 得 点者 よ りやや 多 く、高得 点者 が相 当少 ない(10%台)タ イプで あ る。
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タイプ4に は1(劣 等 感 の強 い こ と)、G(一 般的活動 性)、A(支 配性)が 属 し、平均得

点者 が か な り多 く(50～60%台)、 高得 点者 が相 当少 ない(10%台)タ イプで あ る。

タイプ5に はCo(協 調 的で ない こと)が 属 し、高得 点者(40%台)が 平均 得 点 者 よ りや

や多 く、低得点 者が か な り多い(20%台)タ イ プであ る。

タイプ6に はR(の ん きさ)が 属 し、平 均得点 者が 半数以 上(50%台)で 低 得 点 者 が 相

当少 ない(8.5%)タ イプであ る。

つ ぎに、個 々の性格 特性 につ いてのべ る と、D(抑 うつ性)で は、低得 点者(楽 天 的で 充

実感 をもつ)が122人(61.3%)と 相 当多 く、 反対 に陰気 で悲 観 的な性 質の持 ち主(高 得 点

者)は4人(2.0%)と 非常 に少 ない。

C(回 帰性傾 向)で は、約 半数 が 情緒 的 に平均 的(中 庸)な 者(平 均得 点者)で あ り、低

得点者(冷 静 で理性 的)も87人(43.7%)と か な り多 く、 高得 点者(感 情 的 で お 天 気屋)

は10人(5.0%)と 非常 に少 ない。

1(劣 等感 の強 い こ と)で は、128人(64.3%)と か な り多 くが平均得 点者 であ り、低 得

点者(自 信家)も51人(25.6%)み られ るが 、 自信 欠如 者(高 得 点 者)は20人(10.1%)

と相 当少 ない。

N(神 経 質)で は、低得 点者(神 経 質で ない)が91人(45.7%)で あ り、 平 均 得 点 者93

人(46.7%)と の比率 が ほぼ同率 を示 してお り、高得 点者(神 経 質)は15人(7。5%)と 非

常 に少 ない。

0(客 観 的で ない こ と)で は,低 得 点者(客 観 的で常識 的)が88人(44.2%)で あ り、 次

いで平均得 点者78人(39.2%)と なってい る。高得 点者(主 観 的)は33人(16.6%)と 相

当少 ない。

Co(客 観 的 で ない こと)で は、高得 点者(非 協 調 的な警戒心 、不 満 感 の持 ち主)が87人

(43.7%)と 平均得 点者70人(35.2%)よ りやや多 く、低得 点者(協 調 的で現状 肯定 者)も

42人(21.1%)と か な り多 い。

Ag(愛 想 の悪 い こと)で は、低得 点者(消 極 的)が92人(46。2%)、 次 い で平 均 得 点 者

87人(43.7%)と なる。高得 点者(積 極 的、攻撃 的)は20人(10.1%)で 相 当少 ない。

G(一 般的 活動性)で は、平均得 点者が116人(58.3%)と 約半 数 を占め、次 いで 低得 点

者(非 活 動的)が47人(23.6%)と な り、高得 点者(活 発 で快 活)は36人(18.1%)と 相

当少 ない。

R(の ん きさ)で は、平均 得点 者が112人(56.3%)で あ り、 高 得 点 者(の ん き)は70

人(35.2%)み られ るが、低得 点者(慎 重)は17人(8.5%)と 相 当少 ない。

T(思 考 的外 向)で は、135人(67.8%)と 相 当多 くが 低得点 者(熟 慮 的)で あ り、平 均

得点 者 も49人(24.6%)と や や多い。 高得点 者(非 熟慮 的で無計 画)は15人(7.5%)と 非

常 に少 ない。
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A(支 配性)で は、111人(55.8%)が 平 均得 点者 であ り、高得 点者(ソ シアル リー ダー

シ ップあ り)は23人(1L6%)と 相 当少 な く、低 得点者(服 従 的、 追従 的)が65人(32。7

%)で あ るこ とが わか る。

S(社 会的外 向)で は、低得 点者(地 味 な人柄)が139人(69、8%)を 占 め 、高 得 点 者

(社交的〉 は9人(4.5%)と 少 ない。

本 学学生 の12の 性格 特性 項 目の得 点分布 を各性格 特性 の 平 均 値 と標 準 偏 差 か ら図示 す れ

ば図2の ようにな る。

い ま、12の 性 格特性 の各 々 の平 均値 をみれ ば、D.T.Sで は平 均 値 は低 得 点側 に あ り、 そ

の他 は平均 得点 内 にあ る。

つ ま り、おお む ね本 学学生 は楽 天 的で充実 感 を持 ち、熟慮 的 で地味 な人柄 で あ り、 その他

の性格 特性 につ い ては 中庸(平 均 的)で あ る といえ る。

051015

D

C

I

N

O

伽

㎏

G

R

T

A

S

一
図2YG性 格特性の平均値 と標準偏差(・ は平均点)

3・3被 服に対する意識 と行動 とYG性 格検査の12性 格特性 との被服行動調査の分割表

分析

3・3・1被 服 に対する意識 と行動 と被服行動調査 との分割表分析

「あなたは男性 の目を意識 して服 を着ていると思い ますか。(A項 目)」 の設問 と 「あなた

は女性の 目を意識 して服 を着ていますか。(B項 目)」 の設問間のクロス表 をブロ ック図にあ

らわ したのが図3で ある。 カイ2乗 検定で両項 目間に高い関連性が認められた。

一212一

N工 工一ElectrOnicLibrarySe-vice



OtemaeUniverSity

大手前女子学園 「研究集録」(大 手前女子短大研集)第11号(1991年)

男性 の 目を意識 して服 を着 てい る者 は女性 の 目を も意識 して着 て お り(57人(29.1%))、

A項 目 もB項 目も 「そ う思 わない」 と回答 した者46人(23.5%)は 男 女 を問 わず 意 識 して

いない とい う傾 向が読 み とれる。細 か く見 る と、男 性 の 目を意 識 してい ない と回 答 した 者8

6人(43.9%)の うち、31.4%(27人)が 女性 の 目を意識 す る と回答 して いる。逆 の 回答 し

た者 は4人 に過 ぎない。 この項 目につ いて は意 見が二 分化 されて い る。 つ ま り男 性 の 目を意

識 し、かつ 同性 の 目を意識 して い るグルー プ とそ の意 見 に対 す る否 定 的な グルー プが 存在 し

てい る こ とが わか る。一方 、 同性 の 目だけ を意 識 してい るグル ープ において は仲 間はず れ に

な りた くない とい う同調意 識か らで あろ う。

QO5.あ なたは男性 の 目を意識 して服 を着 ていると

思 いますか。

図3Q°5欝 騰 欝 騨 して服を ×Q°6離 鵬 欝 騨 して服を

「あなたは今 日はどんな服 を着 ようか と考えるのは楽 しいですか。(A項 目)」 の設問 と

「あなたは着 る服が無 くて外 出がいやになることがあ りますか。(B項 目)」 とい う項 目間に

はカイ2乗 検定で高い関連性が認められた。両項 目間のブロ ック図にあ らわ したもの を図4

に示す。

B項 目の 「そう思 う」 と答 えたものは全体 の70.4%(138人)と 多数 を占め、関心の強 さ

を示 している。これは 「人間は着る衣服 によって外観 ばか りでな く、気持ちも変わ り、行動

や態度 にも表れる」24)と指摘 されているように外 出時には素敵な自分であ りたい と願 う女性

心理のあ らわれ といえよう。B項 目もA項 目も 「そ う思 う」 と答 えた者 は30.1%(59人)
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であ るが 、B項 目につ いて は 「そ う思 う」 と答 え、A項 目につ い ては 「そ う思 わな い」 と答

えた グル ～プ も全体 の比率 で28.1%(55人)を 占め る。 つ ま り、 被験 者 の対 応 はA項 目よ

りB項 目に強 い関心 と願望 を もって い る傾 向が ある こ とがわ か った。

一一一 レ

Q18.あ なたは今 日は どんな服 を着 よ うか と

考 えるのは楽 しいですか。

図4Q18籍 耀 ご響 騨 ようかと ×Q19錨 灘 繋 騰1蟹 急r

「あな たは服装 に よって美 しく変 身す るのが楽 しみで すか」 の設問 と 「あ なたは有名 ブ ラ

ン ドの服 を着 て みた い と思 い ます か」 とい う項 目間に はカ イ2乗 検 定 で高 い関連性 が認 め ら

れた。両 項 目間 のブ ロ ック図 にあ らわ した もの を図5に 示 す。

服装 に よって変 身願望 のあ る入 がブ ラ ン ドの服 を着 てみ たい119入(59.7%)の 組 合せ で

最 も多 く、 一方 、変 身願望 が あ るが ブ ラ ン ドには こだわ らない と回答 した者25入(12 .8%)

とな ってい る。 衣服 と装 身の心理 学罰 に よれ ば 「有名 ブ ラ ン ドの衣服 の着 用 イ メージにつ い

て は美 的 に洗練 された グル ープの一慣 であ る とい う優越感 や 自信 の 誇示 で あ る」(取 意)と

あ る。 これ らの ことか ら推 察す る と、変 身す るには有名 ブ ラ ン ドの服 の着用 によ って簡単 に

変 身が 出 来、 自己満足が 得 られ る と考 えて いる こ とが うかが え られ る。 一一方、 ブラ ン ド服 で

な くとも自分 ら しさで変 身 したい と思 ってい る。年代 にかかわ らず変身願 望 は女性 の永遠 の

願 いで あろ う()
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Q26.あ なたは服装 によって美 しく変身す るのが

楽 しみです か。

図5鑑 幣1こ よって美しく変身するのカず× 雑 朧 蘇 野 を

「あ なたは流行 を追 うつ もりは ないの に、いつ の間 にか流行 に乗せ られ てい る こ とが あ り

ますか(A項 目)」 の設 問 と 「服 装 に よって美 し く変身す るのが楽 しみです か(B項 目)」 の

設 問 間の クロス表 をブ ロ ック図 にあ らわ したのが 図6で あ る。 カイ2乗 検 定で は両項 目間に

は高 い関連性 が認 め られ た。

B項 目の 「そ う思 う」 と答 えた者 は全体 の83.7%(166人)と 圧倒 多数 を占め 、服 装 に よ

る変 身願望が極 めて強 い ことが わか る。 そ の項 目 とA項 目の 「流行 に乗 せ られ る」 者の組 合

せ は54.6%(107人)で あ り、半 数 の者 が知 らず知 らず に 「乗せ られ た」 と感 じてお り、 学

生達 の苦笑 が見 え るよ うであ る。マ ス メデ ィアを駆 使 した メー カーの宣伝効 果 と もい えそ う

であ る。 一方 、変 身願望 は持 ち なが ら も 「流行 に は乗せ られる」 に 「そ う思 わな い」 と回答

を した者 も189%(37人)お り、 「わか らな い」 と回 答 を保 留 した者 も加 え る と、33.7%

(66人)と な り、変 身願望 を持 ち なが ら も、服 装 につ いての流行 について はシ ビアな眼 をもっ

てい る者が か な りの比率 にの ぼる こ とは頼 も しい とい え よう。
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そ う思 う そ う思 わない わからない

Q25.あ なたは流 行 を追 うつ も りは ないの に、いつの

間 にか流行 に乗 せ られていることがあります か。

図6Q25齢 霧 灘1謝 雅 象器 霧 ×Q26鐙 甥糊 認季捗1

3・3・2被 服行 動調査 とYG性 格検査 の12性 格特 性 との分割 表分析

被服 行動 に対す る38の 質 問項 目とYG性 格検 査 の12の 性格特 性 との関連 度 を カイ2乗 検 定

に よって検討 した結 果 を表12に 示 す。

この 中で 、両設 問間 に0ユ%レ ベ ル の極 め て高 い有意差 が認 め られる もの につい て のYG性

格特 性 と被 服行 動 との 関連 度 は、表13の 通 りであ る。

なお 、 κ2検 定 に よる分 割表 は紙 幅 の関係 で掲載 を割愛 した。

この結果 、YG性 格 特性 と被服行 動 との 関連性 は次 の よ うであ る。

D(抑 うつ性):1%レ ベ ル の有 意差 が認 め られ るの は(QO5)と(Q25)の 場合 で あ り、

これ らの分割 表 よ り、 ・低得 点者(楽 天 的)の122人 中61人(50.0%)は 男 性 の 目を意 識

して服 を着 て いないが 、42人(34.4%)は 男 性 の 目を意 識 して い る。 ・楽 天 的(122人)

な69人(56.6%)が いつ の間 にか流行 にのせ られて お り、37人(30 .3%)は 流行 にのせ ら

れてい ない な どが読 み とれ る。

5%レ ベル の有意 差が認 め られ るのは(Q20) 、(Q23)、(Q29)の 場 合で あ り、 各 々 の分

割表 よ り、 ・楽 天的(122人)な64人(52.5%)と 平均得 点者 の73人 中42人(57 .5%)は 、

はや りす た りのない服 を選択 して い る。 ・楽 天的 な67人(549%)が 人の 服 装 を批 判 しな

いが 、44人(36 .1%)は 批 判 して いる 。 ・兄 弟 ・姉 妹 と服 を買 い に行 く者 の23人 中14人

(609%)は 楽 天的傾 向 の性格 者 であ る。

一216一

N工 工一ElectrOnicLibrarySe-vice



OtemaeUniverSity

大手前女子学園 「研究集録」(大 手前女子短大研集)第11号(1991年)

表12YG性 格検査の性格特性と被服行動に対する質問項目との関連

YGの 特性

項 目

D

抑
う
つ
性

C

回
帰
性
傾
向

1

劣強等
い

感こ
の と

N

神

経

質

O

客 な観
い

的こ
で と

Co

協 な調
い

的 こ
で と

Ag

愛 悪

想 い
の こ

と

G

一活

般動

的性

R

2
き
さ

T

思
考
的
外向

A

支

配

性

S

社
会
的
外
向

QO1,
あなたは上手に服を着こな していると

思いますか。
◎ ◎ ○

QO2.
人間は服装よりも自分自身が大切だから、

着るものにこだわらないほ うが良い と思いますか。
△ ○

QO3,
あなたは他人と同じような服装 をするのが嫌い

なので、個性的な服を着るほうが良いと思い ますか。
○ ◎

QO4,
あなたはTPOに 合わせて適切な服 を

選んでいると思いますか。
△ △

QO5.
あなたは男性の目を意識 して服を着ていると

思いますか。
○ ◎ ○ △ △ △ ○

QO6.
あなたは女性の 目を意識 して服を着ていると

思いますか。
◎ ○ ○ △ △

QO7.
あなたは夏祭 りには浴衣(ゆ かた)を 着たい と

思いますか。
○ △

QO8.
あ なた は服 を購 入す る場 合、素 材が 天 然繊維 の服

(綿 ・麻 ・絹 ・毛)を 主 に選 んでい る と思 い ますか 。
○

QO9.
あなたは自分の服に対 して他人が どう

思っているか を気にする方ですか。
○ △ △

Q10.
あなたは服装 は自己表現の有力な手段であると

思いますか。
△ △ △

△ △
Q11.

あなたは正月には着物を着たいと思いますか。

△ △ △
Q12.

あなたはどちらか とい うと目立たない

地味な服装が好 きですか。

○ △ ◎ ○ △
Q13,

あなたは周囲の人たちと同じような服装をしている

方が気持ちが落ち着 くように思い ますか。

○ ◎ △ ○ △ ○Q14.
あなたは少 し高価で もデザインと品質の

よいものを選んでいると思いますか。

○ ◎ ◎ ◎ ○Ql5.
あなた は最近 、母 ・姉 や 自分の服 を仕 立直 し

(リ フ ォーム)し て 着 るこ とがあ ります か。

△
Q16,

あなたは服の枚数は比較的少なくても上手に

組合わせて変化 をつけたいと思いますか。

○ △ △
Q17.

あなたは流行の先端の服 を着 るのは

恥ずか しいですか。

△
Q18,

あなたは今 日どんな服 を着 ようかと

考 えるのは楽 しいですか。

△ ◎ △
Q19.

あなたは外出するときに着る服が無 くて外出が
いやになることがあ りますか。

△ △ ◎ ○ ○
Q20.

あなたは流行 に流 されるのが嫌いで

はや りすたりのない服 を選ぶほうですか。
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表12YG性 格検査の性格特性 と被服行動に対する質問項目との関連
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ì

ー塞

事

ーー

ー
ー

△

丁・

I
i

ーー

rl

世留

1.

'̀

-
rー

ーし

ー
↑
iI

ー

ー
F

-I

r昌ー

○○○ r

÷
i
'ー

ーー

r

…1

ート

fr

夢

ーI

i

-r

-1

寺
…

1
ー

ー°

i

7'

iー

ーー

-i

τ

l
l
I-

l
I
If

ーー

i-

-i

I
l

ーー

iー

-ー

1蛭

…ー

㌃

4

コ」

ー

ー1

層゚

Ii

ー̀十̀ー°ー18
°

壷ー

ー1
1

ー

ー
.
駈

ー」

ー
距
I

Ii

卜
I

ll

…ー

星↓

ー
I
il

…1

1

↓I

l
i

△

ー…

1°

1

ーー

ーー

ーi

…

…2
老

1

ー

…↓
電
ヨ

しド

ー◎

をε

志
○

△ー葦ーー1'嗣ー

ー△(　)

7…

ー

ーセ

ー…

ー▼

ー-

ー'
「ー

°

τ..

1

ー̀

ー
f
ー」
、ー

i

ー

ー†

1ー

;ー

ー聲

1・

ーー

ー-

ー

…̀

-ー

ーー

r
I

…ー

t

量r̀
,1

.ー

ー1

ー

…ー

-i

↓°

ー

ー
…;

ーよ

ー̀

ー°

…

ー

i

昏、
.ー

p

1

垂r

irr

rL

lI

Iー

-1
■

i
-i

是

9

ー…

…-.
ー

-
ーー

1ー

ー

」…

;

…

ーー

ー1

↓ー

ー
-

f
星ー

-1

ー
1ー

ーー
Tr
I

τ、
ー

ー-
.
1;

ー

尋
ー

ー:

i…

ー-

iー

ー

…

ー

-T

lI

ーー

1ー

ー

ー̀

ー
1

--

τー

-
ーー

-1

1̀

1

--

1ー

↓ー

ー

1
11

上ー

ー幽

…I

r
ー

しト
ー～

i.
rF

h
-
-△

一

◎

匹臣
炉ー

i-

-ー

iー

ー?

iー

ーー

ー・セ

・

1、

l

l

i
ー
ウー

1
:r

ーー

○○○○ 臨

↑,

1ー

ー

-ー

1ー

ーI

I…

i

-

1

ー…

r量

ー°

ーi

量

…°
°
-°

1
ー

ー

奮

f

ーー

ー…

手

…ー

ー

ー?

ー8

1ー

ー

ー1

ー

1.

ー
,じ
.

宇1

ー

1

…

ー

畜

Ii

…・

ー

壷1

ーー

ーー

△

,

ー
iー

°堤

～
△

　-.

…

塑

ーr
.

1

ー　

↓
ー

ーー

f

ー1

…

1τ

ー1

i

ー

ー

ー,

…

Il

i-

i・

ー1

ー
-ー

--

-1

-
-1

….

ー†

…ー

ー
1
11

τ

ll

i・

ー
十,

i

-

1ー

ーー

?
ー
」-
°r

△

1

-I

i心

ー
ー-
ー

…ー

ーー

ーー

i
I…

世昨

i.

…'ー

1
幽1

†1

ー…

II

I-

1馳'
ー監
ー1

△.じー1ゆーIi-1ーー

ーー

1?…

ー

…

ii

…
-ー

ー.4

ー…

;-
・ー

・…

ーー

-l

11

　ー

ー

△○○

曇

ーl

I
I

l,

◎△

ー-

ー

÷,

ー
-…

,…

ー

1↓

ーi

-

ーー

…ー

1…

ーー

i
Ii

l

ー

ーi

-

ーi

ー↑

ーt

11

ー"

l
l崖

匠

ー

ー1

ーー

す幽
ir

ー1ーーーーーΨ

1婁

1
ーー

～・
ー1

τ

ーー

…ー

÷

1

1

r
-
,°

ー

↓1

・

ー
撃i

燭l

lー

ー1

塵躍

ーI

IT

l

i

i
i
-1

丁ー

i
i

i
i
・畢

iー

ーー

ー

ー
1ーー1ーー-ーーーー†IIl-ー

ー

ー
↑

ー

踵ー

、

ー
Il

ー
i,

～ー

II

了
ー

r・
;9

ーー

喜

ー
幽ー

ーー

塁

II

ーー

多

ー-

lI

Il

⊥T

-

1'

i

1
ー↓

ー

ー

(e
)

lr
ーー

;
ー-,°

ー・
9ー

ー

1

△ー-幽ーー

ー

ー

i

ーー

1

-

-ー
.

ーr

ー-

ーi

-
i-

iー

↓I

li

rI

°
醜
ーー

畢i

,

…
ー

ーー

ーー

ー1

ー↓

ー1

11

iI

臣1

i

Ii

ー
匡.

ー十

Ii

-

～

ーー

ーI

lー

ーl
I

--

-1

ー弄

iー

・

1.
ー

i-

了
ー
ー

ー・
-…

i唱

ーー

F

-

i-

…

1

,
ー̀

ー-

↓l

il

-1

-̀

畢

-麗

1唱

ー

f臣

;

i7

r

;τ

rー

…

ーー

～

i

尋

ー

1…

ー

J-
-ー、

ー

…

ーー

」

がのるす身変"美てつ幽レよ,、PL昭

C

装

か服す

↓
ム

恭
、-馬'̀たみなし

1…

-
こいた

`
口I

l-

8r

ρりたつ入に気はに義ごシ
」、つ買を

゜

コ

又

、

堺
,カ

、

幅

し

琴しまρ罫「身彩しは買たになぐあす

賠明
ノ
噛＼

多数略訊々

ウ、≧、

し

カよす・もまず」瀞く慰安とはい
ヨ

た

たなちあ持

△掲蹴擁防晒肛職"ラグ八隔'
'

は

かたす

避
あ 0

1
1

0
鵜すま斡,あが〉」こ協研服で分自はたな

㌔,カo≠一り爵

1

)

、

りにあ,"斗ぴ,カ、㌧キ】なこはる2ーいもて

飾2

ーレー.・ズ・つβつ追せを乗}丁こノイ5-キ

流

行ま瀧ーー.マたかなにあ聞

乏怠みて着阯鯛獄ーンラブ名

じ

"

Σ

穐

力・ま中'

p

セ

一
た

ま

あ
楽ヒ

慶
有

貯Q

△人たえ答乏旭俳首賊朔捕ガ名28Q

△△

正
「

ー一

ー

にい買,こ誰にもおは時、つ買を服

かはず

層
た

まなきあ行ーヒー…29Q

レ}い売着髄朝・つは脳は試ノ
(v成かま躯ヲ紹計ないあ思

i

料
f

f

…

門レ}いた着髄側

着・つか告鉱蹄どははにに装式衣業。嫁

'.、,花かはすはすたまたま

ρ聯↑

聯

-

つ楢へδ3QQ

O

「
.

鵜すで憾樋の/＼はをズン
　

ジはたなあ

を出理は人ゐ・X答
し
しだ捕瀕のく

σ↓よ、pセし≠τ柴、ズ下

,
ン

て

岬

・ゐ9顧馬ジ書

iー

ト

ー1

型髪

酬

な捲樋たなあ

一ρ

色な薫、好のたなあ

「袖振、つ巴どいたみて着がた

l
I-

i

-1

2

一一}一

由理だん選を癬

.

鍬Q

烈Q

22Q

ーー

ー.
■置23Q

r

,

1
1ー鍵Q

■ー

5

司-禦

翫Q

i

な
=

由

25Q

1嘆

計
,

芹

鐙Q

、剃

鎚

35Q

}

あ

酬日

馴

」

疋'検 定 の 有 意 水 準 ◎:P<0 .〔101 ζ:):t).0{)1<P≦0 ,01△:Pく0.05

-一一218-…

ノ ー マ … ク は 蜘 蕊ぎ吻 了確 解e

N工 工一ElectronicLibrarySe-vice



OtemaeUniverSity

大手前女子学園 「研究集録」(大 手前女子短大研集)第11号(1991年)

表13YG性 格特性 と被服行動の関係
被験者数=199人

YG性 格特性 被服行動項 目 自由度
カ イ

2乗 値
ク レマ ー

V係 数 φ係数 関連係数

C回 帰性傾向 男性の目を意識 して服の着用 4 33.47 0.29 0.41 α38

C回 帰性傾向 女性の 目を意識 して服の着用 4 20.67 0.23 0.32 0.31

1劣 等 感の 強い こ と 服の着こな し 4 21.12 0.23 0.33 0.31

N神 経質 高価なデザインと品質 を選択 4 20.42 0.23 032 031

N神 経質 流行の服 を選択 4 24.50 0.25 035 0.33

N神 経質 服装を見て色々 と批判する 4 24.30 0.25 0.35 033

0客 観的でないこと リフ ォー ム服 の 着用 4 19.08 0.22 0.31 0.30

Ag愛 想の悪 い こ と リフ ォーム服の 着用 4 26.32 0.26 036 0.34

G一 般的活動性 服の着 こなし 4 19.85 0.22 032 0.30

G一 般的活動性 リフ ォーム服の 着用 4 18.12 0.21 030 0.29

G一 般的活動性 着る服が無 くて外出がいやになる 4 18.00 0.21 0.30 0.29

G一 般的活動性 気にいったらす ぐに服の購入 4 18.43 0.22 030 0.29

Rの ん きさ 周囲の人達と同じような服装の着用 4 18.40 0.22 0.30 0.29

Rの ん きさ 服装 を見て色々と批判する 4 18.39 0.22 0.30 0.29

S社 会的外向 他人と同じような服装を着ないで個性的な服の着用 4 19.35 0.22 030 0.29

注)組 合せが膨大になるのでカイ2乗 検定においてα1以下の有意義があらわれた項 目間のみを抽出 して作成 した。

C(回 帰性傾 向):0.1%レ ベ ルの極 めて高 い有 意差 が認 め られ るの は、(QO5)と(QO6)

の場 合で あ り、(QO5)で は、対 応す る分割表 よ り、低得 点者(冷 静 、理性 的)87人 中50人

(57.5%)と 平均得 点者102人 中38人(37.3%)が 男 性 の 目を意 識 して 服 を着 て い ない が 、

平 均得点者 の37人(36.3%)は 男性 の 目を意識 してい る こ とがわ かる。(QO6)の 対 応 す る

分割表 よ り、低得 点者(冷 静 ・理性 的)87人 中44人(50.6%)と 平均 得 点 者102人 中49人

(48.0%)は 女性 の 目を意識 して服 を着て い るが 、冷静 な31人(35.6%)で は女性 の 目を意

識 してい ない とい える。

1%レ ベルで は、(Q14)、(Q15)、(Q24)に 有 意 差 が 認 め られ 、 ・冷 静 な87人 中52人

(59.8%う はデザ イ ン と品質の よい もの を選 んで いるが 、22人(25.3%)は 選 んで い ない 。

この傾 向 は平均 得点者 と高得 点者(感 情 的)に もみ られ る。 ・平均得 点 者 の83人(81.4%)

と冷静 な70人(80.5%)は リフ ォー ム しな いが 、 冷 静 な15人(17.2%)と 平 均 的 な15人

(14.7%)は リフ ォーム してい る。 ・平均 的 な82人(80.4%)と 冷 静 な71人(81.6%)は

自分 で服 を作 る ことが ない。

5%レ ベ ルで は、(Q20)と(Q28)に 有 意差 があ り、 ・平均 的 な55人(53・9%)と 冷 静

な49人(56.3%)が はや りす た りの ない服 を選 ぶ方 であ る。 ・有 名 ブ ラ ン ドの服 を着 て み
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たい と思 う49人 中26人(53.1%)は 平 均得 点者 で あ り、21人(42.9%)は 低 得点 者(冷 静、

理性 的〉 で あ る。

1(劣 等 感 の強 い こと)10.1%レ ベ ルの非常 に高 い有意差 の あ る もの は(QO1)の 場 合

で あ り、平 均得 点者128人 中53人(4L4%)は 上手 に服 を着 こ な して い る とは思 って い な

いが 、低得 点者(自 信 家)51人 中17人(33.3%)が 上手 に服 を着 こな して い る と思 っ て お

り、17人 は思 っていな い。

1%レ ベ ルでは、(QO8)、(QO9)、(Q13)、(Q17)、(Q21)、(Q25)に 有意差がみ られ、 ・

天然繊 維 の服 を主 に選 んで い ないの は平均 得 点者(128人)の48人(37.5%)、 自信 家(51

人)の31人(60.8%)と 自信 欠如者(20人)の11人(55.0%)で ある。 ・自分の 服 装 を他

入が ど う思 って い るか を気 に して い る の は平 均 得 点 者 の78人(609%)、 自信 家 の26人

(51.0%〉 と自信 欠如 者 の14人(70,0%)で あ る。 ・周 囲の人 達 と同 じような服装 を して い

る方が気 持 ちが落 ちつ くよ うに思 うの は 、平 均 得 点 者 の45人(35.2%)で あ るが 、43人

(33.6%)は 反対 に思 わ ない し、 自信 家の32人(62.8%)や 自信 欠如者 の9人(45.0%)も

同様 に思 ってい ない。 ・流行 の先端 の服 を着 るのが恥 ずか し くない 者 は平 均 得 点 者 の67人

(52.3%)、 自信 家の35人(68.6%)、 自信 欠如 者 の7人(35.0%)で あ る。 ・新 しい服 をす

ぐに買 うの は平均得 点者 の65人(50,8%)、 自信 家 の35人(68.6%)、 自信 欠如 者 の7人

(35.0%)で あ る。 ・いつの 間 にか流行 に のせ られてい る ことが あ るの は平均 得点 者 の74人

(57.8%)、 自信 家の23人(45.1%)、 自信 欠如者 の ユ0人(50,0%)で あ る。

5%レ ベ ルで は、(Q12)、(Q23)、(Q27)、(Q29)に 有 意差が 認め られ 、・目立 た な い地

味 な服 装 が好 きで はない のは平均得 点者 の66人(51.6%)、 自信 家の36人(70,6%)、 自信

欠如者 の7人(35。0%)で あ る。 ・人の服 装 を批 判 しな いの は平均得 点者 の63人(49.2%)、

自信 家 の22人(43.1%)、 自信 欠如者 の9人(45。0%)で あ る。 ・有 名 ブ ラ ン ドの服 を着 て

みた い と思 うの は平 均得 点者 の87人(68.0%)、 自信家 の32人(62.8%)、 自信 欠如 者 の14

人(70.0%)で あ る。 ・服 を買 う時 に主 に兄弟 ・姉 妹 と行 く23入 中21人(9L3%)は 平 均

得点 者で あ り、 自信 家 は2人(8.7%)、 自信 欠如者 にはい なか った。

N(神 経 質):0.1%レ ベ ルの非常 に高 い有意 差が認 め られ るのは(Q14) 、(Q20)、(Q23)

に対 して であ り、(Ql4)よ り、 デザ イ ン と品質 の よい もの を選 んで い るの は、 神 経 質 で な

い者91人 中54人(59.3%)、 平 均得 点者93人 中38人(409%) 、神 経質 な者15入 中4人

(26.7%)で あ る。(Q20)よ り、 はや りす た りの な い服 を選 ぶ の は平 均 得 点 者 の57人

(61.3%)、 神経 質で な い46人(50.6%)、 神経 質 な5人(333%)で あ る。(Q23)よ り、

人の服 装 をみ て批 判 しないの は神 経 質で ない48人(52 .8%)、 平 均得 点者 の42人(452%) 、

神経 質 な4人(26.7%)で あ るが 、平均得 点者 の43人(46.2%)は 批 判 す る方 であ る。

1%レ ベ ル では・(QO5)、(QO6)、(QO7)に 有 意差 があ り、 ・男 性 の 目を意 識 して服 を

着 て いない の は神 経質 で ない52人(57.1%)、 平均 得 点者 の28人(30 .1%)、 神 経 質 な8人
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(53.3%)で ある。 ・女性 の 目を意識 して服 を着 て いるの は平 均得 点者 の50人(53.8%)、

神 経質 で ない41人(45.1%)、 神 経 質 な5人(33.3%)で あ る。 ・夏祭 には浴衣 を着 たい と

思 うの は平均得 点者 の89人(95.7%)、 神 経質 で ない76人(83.5%)、 神経 質 な10人(66.7

%)で あ る。

5%レ ベ ルで は、(QO2)、(QO4)、(Q12)、(Q17)に 有 意 差 が あ り、 ・着 る もの に こ だ

わ らな い方 が よい と思 わないの は平 均得 点者 の68人(73.1%)、 神 経 質 で な い67人(73.6

%)、 神 経 質 な5人(33、3%)で ある。 ・T.P.0.に 合 わせ て適 切 な服 を選 んで い る の は神 経

質 でな い62人(68,1%)、 平 均得 点者 の58人(62.4%)、 神経 質 な6人(40.0%)で ある。 ・

目立 た ない地味 な服 装 が好 きで はないの は神 経質 で ない59人(64。8%)、 平均 得点 者 の44人

(47.3%)、 神経 質 な6人(40,0%)で あ る。 ・流 行 の先 端 の 服 を着 るの が恥 ず か し くな い

の は、神経 質 でな い60人(65.9%)、 平 均得 点者 の41人(44.1%)、 神 経質 な8人(53.3%)

であ る。

O(客 観 的で ない こと):0.1%レ ベ ルの非常 に高 い有意 差が(Q15)に 認め られ、 リフ ォー

ム しないの は客 観 的な常識 人88人 中74人(84.1%)、 平均得 点者78人 中66人(84.6%)と

主観 的 な理想 主義者33人 中19人(57.6%)で あ る。

1%レ ベ ルの有 意差が(QO2)、(Q23)、(Q24)、(Q25)に 認 め られ 、 ・着 る もの に こ だ

わるの は客観 的 な70人(79.6%)、 平均 的 な54人(69.2%)、 主観 的 な16人(48.5%)で あ

る。 ・人 の服装 を批判 しないの は客観 的 な52人(59.1%)、 平均 的 な35人(44.9%)、 主 観

的な7人(21.2%)で ある。 ・自分で服 を作 らないの は客観 な70人(79.6%)、 平均 的 な63

人(80,8%)、 主観 的 な24人(72.7%)と な る。 ・いつ の間 にか流行 にのせ られ てい るの は

客 観 的な53人(60.2%)、 平均 的 な41人(52.6%)、 主観 的 な13人(39.4%)で あ る。

5%レ ベ ルの有意 差 は、(QO5)、(Q14)、(Q28)に 認 め られ 、 ・男 性 の 目を意 識 して 服

を着 てい ない と思 うの は、客観 的 な43人(48.9%)で あ り、反対 に意 識 して い るの は30人

(34.1%)で あ るが 、 この傾 向 は平均 得点 者 に もみ られ る。 ・デザ イ ンと品質 の よい もの を

選 んでい る のは客観的 な52人(59.1%)、 平均 的 な30人(38.5%)、 主観 的 な14人(42.4%)

であ る。 ・服 を買 う時 に主 に母 と行 く86人 中44人(51.2%)は 客 観 的 な者 で あ り、35人

(40.7%)は 平均得 点者 、7人(8.1%)が 主観 的 な者 であ る。

Co(協 調 的で ない こ と):1%レ ベ ルの有意 差 は、(Ql4)、(Q23)、(Q25)に 認 め られ、

・デザ イ ンと品 質の よい もの を選 ぶ のは非協調 的 な者87人 中36人(41.4%)、 平 均 得 点 者

70人 中31人(44.3%)、 協 調 的 な者42人 中29人(69.1%)で あ る。 ・人 の 服 装 を批 判 しな

いの は非協 調 的 な37人(42.5%)、 平均 的 な29人(41.4%)、 協調 的 な28人(66.7%)で あ

る。 ・流行 にのせ られて いるの は非協 調 的 な41人(47.1%)、 平均 的 な39人(55.7%)、 協

調的 な27人(64.3%)で あ る。

5%レ ベ ルの有 意差 は、(QO5)、(Q10)、(Q19)、(Q27)、(Q36)に あ り・ ・男性 の 目 を
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意 識 して服 を着 ないの は非協調 的 な37人(42.5%)、 平均 的 な29人(4L4%)、 協 調 的 な22

人(52,4%)で あ るが 、平均 的 な31人(44.3%)は 男性 の 目を意 識 して服 を着 る。 ・服 装

は 自己表現 の 有 力 な手 段 で あ る と思 うの は 、 平均 的 な57人(81.4%)、 非 協 調 的 な56入

(64.4%)、 協 調 的 な28人(66.7%)で あ る。 ・着 る ものが な くて 外 出 が い や に な る こ とが

あるの は、非協 調 的な67人(77.0%)、 平均 的 な48人(68.6%)、 協 調 的 な25人(59.5%)

で あ る。 ・有名 ブ ラ ン ドの服 を着 て みたい と思 うの は、非 協調 的 な60人(69.0%)、 乎 均

的 な51人(729%)、 協調 的 な22人(52,4%)で ある。 ・ブ ルー を好 きな色 に選 ん だの は 、

非協 調的 な86人 中28人(32.6%)、 平均 的 な69人 中20人(29,0%)、 協 調 的 な13入(31.7

%)で あ る。

Ag(愛 想 の悪 い こ と):0.1%レ ベ ルの非 常 に高い有 意差 が(Q15)に 認 め られ、 リフ オー

ム しないの は消極 的で温順 な低 得点者92人 中80人(87.0%)、 平均 得点者87人 中69人(79 .3

%)、 高得 点 者(積 極 的 、攻 撃 的)20入 中 ユ0入(50.0%)で あ る。

5%レ ベ ルの 有意 董 は、(QO5)、(Q16)、(Ql8)、(Q23)に 認 め られ 、 ・男性 の 目 を意

識 して服 を着 て いる と思 わ ないの は消極 的 な47人(5n%)、 平 均 的な32人(36,8%)、 積

極 的 な9人(45.0%)で あるが、平 均得点 者 で は男性 の 目を意 識 して い る方 が34人(39.1

%〉 とや や多 い。 ・服 を上手 に組 合せ て変化 をつ けて いるの は消 極 的な83人(90.2%)、 平

均 的 な80人(92,0%)、 積極 的 なユ5人(85.0%)と 大 部 分 で あ る。 ・今 日は どん な服 を着

ようか と考 え るのが楽 しい の は消極 的 な43人(46.7%)、 平均 的 な42人(48 。3%)、 積 極 的

な8人(40,0%)で あ る。 ・人の服装 を批判 しない のは消極 的 な52人(56,5%)、 平 均 的 な

37人(42.5%)で あ るが 、平均 的 な36人(41.4%)と 積極 的 な9人(45.O%)は 批 判 して

い る,,

G← 一般 的活動 性):0.1%レ ベ ルの非常 に高 い有意 差が(QOD、(015)、(Q19) 、(Q21)

に認 め られ、(QO1)よ り、上手 に服 を着 こな して い る と思 わ ない の は 平均 得 点 者U6人 中

40人(34.5%)、 非 活動 的 な者47人 中30人(63 .8%)、 活 動 的 な36人 中8人(22.2%)で

あ る、)また、 わか らない者 も活動 的な24人(66.7%)、 平均 的 な55入(47.4%)、 非 活動 的

な13人(277%)と 相 当多 い。(Q15)よ り、 リフ ォー ム しない の は平 均 得 点 者 の98人

く84.5%♪ 、非活動 的 な36人(76.6%)、 活動的 な25人(69 .4%)の 順 とな る。(Qヱ9)よ り、

外 出時 に着 る ものが な くて外 出がい やに な るの は平均 的な78人(67.2%)、 非 活動 的 な38人

ぐ80.4%1、 活 動的 な24人(66.7%)と 相 当多 い。(Q21)よ り、 新 しい服 を気 に い った ら

す ぐに買 うの は平 均 的な68人(58。6%)、 非活動 的 な22人(46 .8%)、 活動 的 な ユ7人(472

%)で あ るが 、す ぐに買 わ ないの は非 活動 的 な23人(48 .9%)が 多い。

ユ%レ ベ ルの有意 差が ・(QO6)、(Q20)、(Q23) 、(Q25)、(Q26)に あ り、 ・女性 の 目を

意識 して服 を着 るの は平均 的 な64人(55.2%)、 非 活動的 な20人(42 .6鬼)、 活 動 的 な12人

(33.3%)で あ るが、非 活動 的 な19入(40.4%)は 女性 の 目を意 識 してい ない。 ・はや りす
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た りの ない服 を選 ぶ のは平均 的 な65人(56.0%)、 非活動 的 な29人(6L7%)、 活 動 的 な14

人(38.9%)と か な り多 いが、非 活動 的 な13人(27.7%)は はや りす た りの な い 服 を選 ば

ない。 ・人 の服 装 をみて批判 しないの は平均 的 な49人(422%)、 非 活 動 的 な26人(55.3

%)、 活動 的 な19人(52.8%)と 相 当多 いが、反対 に批 判す るの は平 均的 な52人(44.8%)

や非活動 的 な19人(40.3%)が 多 い 。 ・流 行 に のせ られ るの は平 均 的 な65人(56.0%)、

非活動 的 な26人(55.3%)、 活動 的 な16人(44.4%)で あ る。 ・服 装 に よ って 美 し く変 身

す るのが楽 しみ なの は平均 的 な103人(88.8%)、 非 活動的 な35人(74.5%)、 活動 的 な28

人(77.8%)と 相 当多 い。

5%レ ベル の有 意差 は、(QO4)、(QO9)、(Q13)、(Q14)に あ り、 ・T.P.0.に 合 わせ て 適

切 な服 を選 んで い るのは平均 的な77人(66.4%)、 活動的 な25人(69.4%)、 非 活 動 的 な24

人(51.1%)の 順 であ る。 ・自分 の服装 を他 人が どう思 って い るか を気 にす る の は平 均 的

な71人(61.2%)、 非 活動 的 な26人(55.3%)、 活動 的 な21人(58.3%)の 順 とな ってい る。

・周 囲の人達 と同 じような服 装 を して い る方が気 持 ちが落 ちつ くよ うに思 わ ないの は平 均 的

な48人(41.4%)、 非 活動 的な21人(44.7%)、 活動 的 な15人(41.7%)で あ るが 、 反対 意

見 として は非 活動 的な20人(42.6%)が 多 い。 ・デザ イ ンと品質 の よい もの を選 ん で い る

のは平均 的 な57人(49.1%)、 非 活動 的な23人(48.9%)、 活 動 的 な16人(44.4%)で あ

るが、非活 動 的な16人(34.0%)は 反対 意見 であ る。

R(の ん きさ):0.1%レ ベ ルの非常 に高 い有意 差が(Q13)と(Q23)に 認 め られ 、(Q

13)よ り、周 囲の 人達 と同 じよ うな服装 を してい る方 が気 持 ちが 落 ち つ くよ うに思 わ な い

の は平均得 点者 の112人 中56人(50.0%)、 慎重 な17人 中9人(52.9%)と 多 いが、反 対 に

思 う人 も慎 重 な7人(41.2%)、 平均 的 な31人(27.7%)に 多 く、 の ん きな人(70人)は

賛否 それぞ れ19人(27.1%)ず つ となって いる。(Q23)よ り、 人 の服 装 を批 判 しない の

は平均 的 な54人(48。2%)、 の ん きな26人(37.1%)、 慎 重 な14人(82.4%)で あ るが 、 反

対 に批 判 す るの は平均 的な48人(42.9%)、 のん きな27人(38.6%)と 相 当多 い。

1%レ ベ ルの有意差 は、(Q20)と(Q25)に あ り、 ・はや りす た りの ない服 を選 ぶ の は 、

平均 的な66人(58.9%)、 のん きな28人(40.0%)、 慎重 な14人(82.4%)と 多 い。 ・い つ

の 間にか流行 にのせ られ るの は平均 的 な59人(52.7%)、 の ん きな41人(58.6%)、 慎 重 な

7人(41.2%)で あるが、反対 意 見 は平均 的 な37人(33。0%)や 慎 重 な7人(4L2%)に

も多 い。

5%レ ベ ルの有意差 は、(QO9)、(Q11)、(Q26)、(Q34)に あ り、 ・自分 の服 装 に対 し

て他人 が ど う思 ってい るか を気 にす るの は平均 的 な67人(59.8%)、 の ん きな41人(58.6

%)、 慎 重 な10人(58.8%)と 半数 以上 であ る。 ・正 月 に着物 を着 たい と思 うの は平 均 的 な

90人(80.4%)と の ん きな52人(74.3%)に 多いが 、慎重 な者 で は賛否7人(41.2%)ず

つ に分 かれ る。 ・服装 によって美 し く変 身す るのが楽 しみで あ る の は平 均 的 な93人(83.0
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%)、 の ん きな61人(87.1%)、 慎重 な12人(70.6%)と 多い。 ・ジー ンズ をは くの が 好 き

な理 由 と して、 「上着 の組合せ が簡 単で あ るか ら」 をあ げたのが88人(44。2%)で 一番多 く、

平 均得 点者 で は48人(42.9%)、 高得 点者(の ん き)で は37人(529%)、 低得 点者(慎 重)

で は3入(17.7%)で あ るこ とが わか った。

T(思 考 的外 向):1%レ ベル の有意差 が(QO3)と(Q25)に 認 め られ 、 ・個 性 的 な服

を着 る方が よい と思 うの は熟慮 的 な135人 中65人(48.2%)で あ るが 、39人(28.9%)は

反対 意 見で あ る。非 熟慮 的 な者 は反対 意 見の方 が やや多 い(15人 中5人:33.3%)。 ・い つ

の間 にか流行 にのせ られて い るの は熟慮 的 な77人(57.0%)、 平均 得点者49人 中23人(46.9

%)、 非熟 慮 的 な15人 中7人(46.7%)で あ るが、反対 意 見 は熟慮 的 な39人(28.9%)が

か な り多い。

5%レ ベル の有意差 は、(QO6)、(QO7)、(Q11)、(Q17)に あ り、 ・女性 の 目を 意識 し

て服 を着 てい るの は熟 慮 的 な70人(51.9%)、 平 均 的 な17人(34.7%)、 非熟 慮 的 な9人

(60,0%)で あ るが、反 対意 見 も熟慮 的 な38人(28.2%)と 平均 的 な14人(28.6%)に 多

い。 ・夏祭 に浴衣 を着 た い と思 うの は熟 慮 的 な121人(89.6%)、 平均 的 な44人(89 。8%)、

非熟慮 的 な10人(66.7%)と 多 く、浴衣 志 向であ る。 ・正月 に着 物 を着 た い と思 うの は熟

慮 的 な105人(77.8%)と 平均 的 な37人(75.5%)に 多 く、7人(46.7%)は 非 熟 慮 的 な

者で あ り、浴 衣 の場 合 と同傾 向 とい え よう。 ・流行 の先端 の服 を着 るのが恥 ず か し くないの

は熟 慮 的 な81人(60.0%)、 平均 的 な19人(38.8%)、 非熟 慮 的 な9人(60,0%)で あ る。

非熟 慮 的 な者 には反 対意 見 はみ られな い。

A(支 配性):1%レ ベ ル の有 意差 が(Q13)と(Q30)に 認 め られ 、 ・周 囲 の 人 達 と同

じ服 装 を して い る方 が気持 ちが 落 ちつ くよ うに思 わ ないの は平均得 点者 ユ11人 中50人(45 .1

%)、 低得 点者(従 順)65人 中26人(40.0%)、 高得点者(支 配性大)23人 中8人(34 .8%)

であ るが 、反対 に気持 ちが 落 ちつ くように思 うのは従順 な28人(43 .1%)が 多 い 。 ・成 人

式 に袴 をは きたいのが181人(91.0%)で 一番 多 く、平均得 点 者 で は101人(9LO%)、 低

得 点者(従 順)で ば62人(95.4%)、 高 得点者 で は18人(78.3%)と 多 くが 袴 を希 望 して

い る。

5%レ ベ ルで は、(Q10)、(Q12)、(Q21)、(Q23)、(Q26)に 有意差 が あ り、 ・服装 は 自

己表現 の有力 な手段 で ある と思 うのは平均 的 な87人(78.4%)、 従順 な41人(63 .1%)、 支

配性大 の13人(56.5%)で あ る。 反対 意見 は支配性 大の5人(2L7%)が 他 よ りや や 多 い。

・目立 た ない地味 な服 装 を好 まな いの は平 均 的 な62人(55
.%)、 従 順 な38人(58.5%)

と半 数以 上 であ るが、反 対 に好 むの は支 配性 大 の11人(47 .8%)が 他 よ り多 い。 ・新 しい

服 をす ぐに買 うの は平 均 的 な57人(5L4%)、 従 順 な38入(58 。5%)、 支 配性 大 の ユ2人

(52.2%)で ある。 ・人の服 装 を批 判 しな いの は平均 的 な50人(45 .1%)、 従順 な36人(55.4

%)、 支配性 大 の8人(34.8%)で あ り、反対 に批判 す るの は平均 的 な47人(42 .3%)が 他
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よ り多い。 ・服装 によ って美 し く変 身す るのが楽 しみで あ るの は平 均 的 な97人(87 .4%)、

従順 な53人(81.5%)、 支 配性大 の16人(69.6%)と 相 当多い。

S(社 会 的外 向):0.1%レ ベル の非 常 に高 い有 意差 が(QO3)に 認 め られ、低得 点者(地

味 な人柄)139人 中67人(48.2%)、 平均 得点 者51人 中13人(25 .5%)、 高得 点者(社 交的)

9人 中1人(11,1%)が 個性 的 な服 を着 る方が よい と思 って い る。 反 対 意 見 は地 味 な人柄

の38人(27.3%)と 平均 的 な16人(31.4%)が 多 い。

1%レ ベ ルの有意差 は、(QO1)、(QO5)、(Q14)、(Q15) 、(Q25)に あ り、 ・地 味 な人柄

の58人(41.7%)、 平均 的 な15人(29.4%)、 社交 的 な5人(55 .6%)は 上 手 に服 を着 こな

して いる とは思 ってい ない。 ・男性 の 目を意識 して服 を着 てい る と思 わない のは地味 な人柄

の65人(46.8%)、 平均 的 な21人(41.2%)、 社 交 的 な2人(22 .2%)で あ る。 反 対 に男 性

の 目を意識 してい るの は地味 な人柄 の51人(36 .7%)が 他 よ りか な り多 い。 ・デザ イ ン と

品質の よい もの を選 んでい るの は地味 な人柄 の72人(51.8%)、 平 均 的 な21人(41 .2%)、

社 交的 な3人(33.3%)と なってい る。 ・リフォーム しないの は地 味 な人柄 の109人(78 .4

%)、 平均 的 な46人(90,2%)、 社 交 的な4人(44.4%)で あ る。 ・いつ の 間 に か流 行 に の

せ られて い るのは地味 な人柄 の83人(59.7%)、 平 均 的 な19人(37 .3%)、 社 交 的 な5人

(55.6%)で あ る。

5%レ ベ ルで の有意差 は、(QO6)、(Q10)、(Q13)、(Q19)、(Q22) 、(Q36)に 認め られ、

・女性 の 目を意識 して服 を着 てい るのは地味 な人柄 の76人(54
.7%)、 平 均 的 な18人(35.3

%)、 社交 的 な2人(22.2%)で あ り、反対 意見 も地 味 な人柄 の35人(25.2%)、 平 均 的 な

16人(31.4%)と か な り多い。 ・服装 は 自己表現 の有力 な手段 で あ る と思 っ て い る の は地

味 な人柄 の106人(76.3%)、 平均 的 な30人(58.8%)、 社交 的 な5人(55,6%)と 多 い。 ・

周 囲の人達 と同 じような服 装 を して いる方が気 持 ちが落 ちつ くように思 わ ないの は、地 味 な

人柄 の64人(46.0%)で 他 よ り多 いが 、44人(31.7%)は 反対 意 見で 、 これ も他 よ り高 い

比率 を示 してい る。 ・地 味 な人柄 の97人(69.8%)、 平均 的 な36人(70.6%)、 社 交 的 な7

人(77.8%)と 相 当多 くが外 出す る時 に着 る服 が な くて 外 出 が い や に な る こ とが あ る と回

答 してい る。 ・安 くて もよい か ら数多 くの服 を持 ちた い と思 わ ない の は、 地 味 な人 柄 の75

人(54.0%)、 平均 的 な23人(45.1%)、 社 交的 な6人(66.7%)で あ る。 反 対 意 見 は地 味

な人柄 の43人(30.9%)が 他 よ り多 い。 ・ブル ー を好 きな色 に選 んで い るの は61人(31.0

%)で 一番 多 いが、低得 点者(地 味 な人柄)136人 中39人(28.7%)、 平均得 点者51人 中20

人(39.2%)、 高得 点者(社 交的)9人 中2人(22.2%)が 選 んで い る。

以上 の よ うに、被服行動 と性格 特性 との問 には深 い関連性 が認 め られ た。

特 に、顕著 な傾 向が現 れ た もの は次 の ようで あ る。

0.1%レ ベ ルで は、

・慎重 な者 は人の服装 を批判 しない。
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・客観 的 、消極 的 お よび非 活動 的 な者 は リフ ォーム しない。

・非 活動 的 な者 は外 出時 に着 る服 が 無い と外 出が いや に なる。

ユ%レ ベ ルで は、

・服 従 的な者 や支 配性 大 の者 は、成 入式 に は袴 を着用 したい。

・神 経 質で ない者 は夏祭 に は浴 衣 を着 たい。

・慎 重 な者 は、流行 に流 されるのが 嫌 いで、 はや りすた りの ない服 を選 ぶ。

・客観 的 な者 は着 る もの にこだ わる。

・非活動 的 な者 は 、服装 に よって美 しく変 身 す るの を楽 しみ にす る。

・冷静 な者 や地味 な入柄 の者 は リフ ォー ム しな い。

5%レ ベ ルで は 、

・熟慮 的 な者 は夏祭 には浴衣 を着 た い。

・熟慮 的 な者 やの ん きな者 は 、お正 月に着物 を着 た い。

・のん きな者 や服 従 的 な者 は 、服 装 に よって美 し く変 身す るの を楽 しみ にす る。

・消極 的 な者 は上手 に服 を組 み 合 わせ て変化 をつ け る。

・神経 質 で ない者 は着 る もの に こだわ る。

・自信家 は 目立 た ない地味 な服 装 を好 まない。

・地 味 な人柄 の者 は、服装 は自己表現 の有 力 な手段 で あ る と思 う。

・非協 調 的 な者 や社 交的 な者 は 、外 出時 に着 る服 が 無い と外 出が いや にな る。

3・4主 成分分析の計算手法

主成分分析法(P多伽 ψα1Co柳 侃魏 ・肋⑳sf3)は 相関のある多数の デー タを主要な変動 に

要約(情 報縮約)す る多変量解析法の1手 法である。

次の ように、多数の変数値 を少数の主成分に集約す るモデルを仮定す る。

　
yア 々 澱 ΣPrXz々

!濡1

こ こに}繍:ケ ー ス 々の ア番 目の主成 分値

1":主 成分算 出係数

x1妃 ケ ー ス 勘の変数 ∫の値

nl:主 成 分モ デル に含 まれ る変数 の数

P:主 成分 の 数

n:デ ー タ数 であ る。

主成 分分析 法 にお いて は共分 散行 列か ら計算 す る方 法 と相 関行 列 か ら計算す る方法 が あるが

本稿 で は相 関行列 か ら算 出 した値 を用 いた。

相 関行 列Rは 次式 に よ り求 め る。
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R={rη}f,ブ=1,2,…,〃 多

rη ニcり/(σ ・σ ノ)

　
こ こ にc・ ∫={Σw々(X漉 一Xz)(xη 一 一ズ∫)}/(n-1)

鳶=1

であ りσ・の は標準偏 差値 、 職 はケ ース の々 ウエイ ト変 数値 、x測 まケ ース の々変 数づの値 、

Xフ々 はケース の々変数プの値 で あ り、X・ ,Xフ は変 魏,ゴの平均 値 を示す。

次 に相 関行 列 の固有値 λ,固 有 ベ ク トルVを 計算 す る。 固有値 は大 きい順 に正 の 固 有 値 の

みが算 出 され る。

λ1≧ λ、≧ … … ≧ λ祝'>0.0

伽'は 正の値 を とる固有値 の個数 であ る。固有 ベ ク トル は各 固有値 に対応 して求め られ る。

なお固有 ベ ク トル は内積 が1に なる ように標 準化 され てい る。

lvγ{=1

各 固有値 、 固有 ベ ク トルは各主成分 に対応 して お り各 主成分 の寄与 率PCγ 、累積寄 与 率CPC

γは次式 で求 め られ る。

　レ

PCγ ・={λ γ/Σ λ づ}×100.O

z=1

,グ 　

CPCγ={Σ/Σ λゼ}×100.O
z=12=1

γ=1,2,…,挽 で あ る 。

次 に 因 子 パ タ ー ン 侮o'oγ ρα"獺)Fは 因 子 負 荷 量 伽6'oγZoα4伽g)〃 を 要 素 と す る 行 列

で あ る 。 因 子 負 荷 量 は も と の 変 数x・ と 主 成 分y・ 間 の 相 関 で あ る 。

F=(f1,f2,・ ・㍉fp)

∫・=げ ・・,∫2・,…,加)`

相 関 行 列 を 出 発 点 と し た 場 合 に は弁 は 戸=π で 計 算 さ れ る 。

た だ し 、 盛=1,2,…,鵬 γ=1,2,…,ヵ で あ り λ・は 固 有 相 、 γ・・は 固 有 ベ ク ト ル γγの 要 素

で あ る 。

さ ら に 因 子 寄 与 吻 は

　

ゆ,=Σ ガ で計 算 され る。
{=1

次に主成分値 を算出するための係数行列Wを 求める。各主成分値の分散 を固有値にするよ

うな係数行列 は固有ベク トルを列ベ クトル とする行列 としてあらわ され、

W={V1,V、,…,V,}で あ る。

各主成分値の分散 を1に 標準化す るための係数行列は各固有ベ ク トルを固有値の平方根で

除 したもの と表現 される。つまり、
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W-{(1/VηVb(1/～ 礁)V、,…,(1/蒔)V・}

で あ る。

最後 に算 出 され た各 主成 分 のケ ース得 点y痴 は

　

y・々=ΣW〃(X`距 一 冥 り 伍 で 計 算 さ れ る 。

f=1

3・5主 成分 分析 に よるYG特 性 の評 価 と分析

3・5・1相 関分 析 の結 果 と考察

YG性 格 テ ス トで抽 出 され る12の 性 格特性 問の相 関係 数行列 を表14に 示す。.

表27よ り、例 えばDやSに つ いて は次 の よ うにい える。

D(抑 うつ性):情 緒 的安定 の要 因で あ るC,1,Nと の 間 に0.51、0.50、0.54と い う正 の相

関が 認 め られ るほ か、社会 的適応 要 因で あ るO,Coに も0.5の 正 相 関が 認 め ら れ る。 その 他

の要 因 との相 関 は0.2～0.4で いず れ も弱 い正相 関が認 め られ る。

S(社 会 的 内向):SはA(服 従 的)と ともにYG性 格 テ ス トで は主導 ・非 主導 的要 因 で あ る

が 、Aと の相 関が0。56と 最 も高 い。次 いでG,Rの0.45、0.42、1と の0.41が あ げ られ る。

この ようにYGの12特 性 間の相 関 を見 て み る と相 関 の高 低 はあ る ものの 、 す べ て の特 性 間

にお いて負 の相 関 の組合せ が 見 られな い こ とと、YGテ ス トにおいて は12特 性 の プ ロ フ ィー

ル を6要 因(た とえ ばD,C,1,Nは 情緒 的安 定 ・不安 定)の よ うに分類 され て い る が 、 この

要 因 に属 す る特 性 問及 び隣接 して設 定 され た要 因 の特性 間で比較 的相 関関係 が強 い とい うこ

とが判 った。

表14YG12特 性間の相関係数行列

DC亙NOCoAgGRTAS

YG抑 うつ性 回帰性 劣等感の 神経質 客観的で 協調的 で 愛想の ～般的 のんきさ 思考的 支配性 社会的

傾向 強いこと ない こと ないこと 悪いこ と 活動性 外向 外 向

D

C

i

N

O

Co

Ag

G

R

T

A

S

1.00

0、51**1,00**

0.50**0,52**1.00

0,54**0.51**0,56**ユ.00

0.51**〔,,49**O.35**0.47**1.00

0.52**0.40**0.49**0.52**0.46**1.00

0.37**0.45**0,39**0.41**0.45**0,40**1.00

0.20*027**0.36**0,27**0,36**0.32**0,48**LOO

O.23*0.31**0.32**0,22*0,23*0.26**051**0,39**100

0.27**0,32**0.33**0,38**0.35**0,33**α44**0、45**0.42**1.00

0.38**0、35**0.40**0.36**0.33**0.42**0.50**0,46**0,49**0,43**1.00

0.35**0、27**0.41**0.27**0.32**0.34**0.35**0.45**0.42**α33**0.56**1,00

無 相 関 検 定 の 有 意 水 準*:P<0.05,**:P<0.01を 示 す

一228一

N工 工一ElectrOnicLibrarySe-vice



OtemaeUniverSity

大手前女子学園 「研究集録」(大 手前女子短大研集)第11号(1991年)

表15YG特 性の主成分分析要約表

n=199人

因 子
要 素

(特性)
平均点

標準
偏差

第一主成分
因子負荷量

第二主成分
因子負荷量

第三主成分
因子負荷量

情緒安定性
因子群

社会適応性

因子群q

活動性因子群

衝動性因子群'

内省性因子群'

主導性因子群

D(抑 う つ 性) 8ユ4 3.63 0,677
曾

一 〇
.431

一 〇
.171

C(回 帰性傾 向) 8ユ0 3.25 0,681 一 〇
.321 0,159

1(劣 等 感 の強 い こ と) 7.73 3.85 0,708 一 〇
.225

一 〇
.263

N(神 経 質) 7.48 3.61 0,697 一 〇
.406 0,058

・(客 観 的 でな い こ と 〉 7.22 3.29 0,667 一 〇
.254 0,283

c・(協 調 的 でな い こ と 〉 7.85 3.65 0,688 一 〇
。267

一 〇
.133

Ag慮 槻) 8.83 3.10 0,721 0,196 0,323

G(講 膣) 10.10 3.47 0,617 0,426 0,123

R(の ん き さ) 10.44 2.82 0,587 0,493 0,038

T(思 考的外 向 〉 4.38 3.78 0,621 0,272 0,363

A(支 配 性) 6.25 3.73 0,709 0,330 一 〇
.251

S(社 会的外向) 6.29 3.27 0,626 0,334 一 〇
,516

固 有 値 / / / 5,351 1,398 0,808

寄 与 量 / / / 44.6% 11.7% .6.7%

累積寄与率 / 44.6% 56.2% 63.0%

3・5・2主 成分分析の結果 と考察

YGテ ス トの12特 性の粗点か ら相関行列 を求め主成分分析 を行った。

これ らの結果 を要約 した ものが表15で ある。

表によれば12特 性 を3主 成分 によ り全体の63%の 情報 まで説明で きることを示 している。

第1主 成分の各特性毎の因子負荷量 を見ると、すべての特性値で0.5以 上の相関 を示 し、 と

くに1,Ag,Aで は0.7を 超えている。寄与率 も第1主 成分のみで45%に 達 している ことか

ら考慮すると、第1主 成分 は"YGテ ス トにおける12特 性 値の ウエイ ト"を 示 してい ると

解釈で きる。次に第2主 成分について見 るとDか らCoに ついては因子負荷量が プラス値、

Agか らSの 特性がマイナス値に分かれている。但 し、第2主 成分の寄与率は11%と 第1主

成分の%程 度に低下 している。因子負荷量がプラスで比較的高い相関をもつ特性 はGとRで

あ り、マイナスの場合はDとNで ある。つ まりYGテ ス トにおける衝動的一非衝動的要 因と

情緒的安定一情緒的不安定の因子が第2主 成分 と解釈 される。第3主 成分 については寄与の

程度 も小さ く、因子の同定 は困難であるが、Ag,T特 性 とS特 性が相 関の大 きさが対 応 し

ていることか ら、社会的適応 ・不適応、思考的内向 ・外向 と主導的 ・非主導的要素を対 にし
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た成分が表れていると考えられるが、積極的に評価すべ きではない。いずれに しろYGテ ス

トにおける12の 性格特性要因の評価 と運用方法については永 年 にわたる先達の研究成果で

あるが、12特 性の粗点を主成分分析法 により解析することに より、3主 成分 によって全体

の約63%の 情報 を把握で きた とい うことは、YGテ ス トの粗 点か ら別の視点 にお ける計測

の指標 をうることができるとい うことが言えるであろう。

とくに第 ユ主成分では12特 性の強弱関係がある程度推測 されたこと、第2主 成 分ではYG

性格テス ト用紙の判定要因の境界部分で正負の因子負荷量値 に明確 に表 れたこ とは、YG性

格テス トの粗点算 出の的確 性を示す…つの証左であろうと筆者は考える。
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大手前女子学園 「研究集録」(大 手前女子短大研集〉第11号(1991年)
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試験的 とはいえ、多数の特性変数をより少ない因子により把握 で きるな らばYG性 格 テス ト

の新 たな応用 として活用 しうるのではないか とも考えられる。

図7に 第 ユ主成分 と第2主 成分の因子負荷量の布置図を示 した。 さらに図8、 図9は 被験

者の個人 スコアの うち第1主 成分 と第2主 成分、第1主 成分 と第3主 成分の値の散布図を示

した ものである。

ま と め

被服 行動 調査 につ いて の頻 度集 計 の結 果 か ら、次 の こ とが認 め られ る。

本学 学 生 は被服 に対 して高い 関心 を持 ってい る こ と。

被服 の価 値 につい て は

・同調 傾 向で あ るが 、服 装規 範 に対 す る若年層 の意 識 の変化 な どか ら、同調 に反 す る面 もみ

られ る。

・個性 化へ の願望 は、個 性 的で あ るため には 自主 的 な賢 明 な判 断が要 求 され る こ と もあ り、

まだ少 ない。

・性 的魅 力へ の願 望 は、潜在 意識 は ある に して も学 生 の ことで もあ り表面化 してい ない よ う

であ る。

・流行 に対 して は、半 数以 上が追 随者 であ る。

・経済 的 な 面 もか な りあ るが、 自分 で服 を作 った り、 リフ ォー ムす る こ とが あ ま りないな ど

の反 面 もみ られ る。

・被服 の素材 につい て は、現代 の衣 生活(衣 服 の財 産価値 はな くな り、貸衣装 の利用が多い)

に合致 して い るた めか、 天然繊維 が あ ま り選 ばれて いない。

和服 着用 度 の項 目におい て は、「夏祭 に は浴 衣」 や 「お正月 に は着物 」 を着 装 したい と望

んで い る・者が高 い比率 を占め、前 回26)の 調査 よ りも漸 次増 加傾 向 にな って い る、,次い で成 人

式 には振 り袖 、卒 業式 には袴 姿 を着 装 した い と望 んで いる者が多 く、儀 式 にお け る晴 れ着 の

選 択 に は1つ の対応 パ ター ンが見 られ る。

つづ い て、「花嫁 衣裳 に は どの ような衣服 を着 たい と思 い ます か」 で は、 半 数 以 上 の 者 が

「ウェデ ィング ドレス と白無垢 で打 ち掛 けの両方 」 を着 た い と思 って い る。 現 在 、 披 露 宴 は

ます ます華美 化 の傾 向 を しめ し、本 調査 にお いて も花 嫁衣裳 は和 洋折衷 で披露 したい と望 ん

でお り、種 々の情報 誌 にお ける調査結 果 と もほぼ同一傾 向 を示 し、時流 に被験者 が敏感 に対

応 して い る ことが判 った。 したが って、被験 者層 は節 々 とな る儀式 や催事 には衣 服 の着 わけ

を して衣 生活 を楽 しんで い る傾 向が み られた。

好 きなヘ アス タ イルについ ては、 ソフ トウェー ビー、 ロ ング ス トレー ト、 ワ ン レングス と

な り、髪型 嗜好 にお いて は流行 に敏感 な反応 を示 して い る。

好 きな色 を選択 させ る調査 で は、王位 がblue系 、2位violet系 、3位redpurple系 、4位green
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系 と続 く。色彩 嗜好 にお いて も髪型 嗜好 と同様 、流行 色 に敏 感 に反 応 して いる。

着 て見 たい振 り袖 として は、色 ・柄 とも現代 的感覚 の もの よ りも伝統 的感覚 で古 典 的 な も

のが 支持 され てい る。

YG性 格 検査 で は、特 性(い ろいろの状 況 を とお して一貫 して あ らわれ る一定 の行動 傾 向)

を性 格構 成 の単 位 とみな し、特性 の組 合せ に よって性格 を記 述 し、 説明 しよ うとす る立場 を

とってい る27)が、YG性 格検 査 の12特 性 につ いて の頻度 集計結果 か ら、本 学 学 生 の 各性 格 特

性 の得 点分布 を6タ イプに分類す るこ とがで きた。

タイプ1…D(抑 うつ性)とT(思 考 的外 向)、S(社 会 的外 向)が 属 し、 低 得 点 者 が 相

当多 く、高 得点者 が非常 に少 ない。

タイプ2…C(回 帰性 傾 向)、N(神 経 質)が 属 し、 平 均 得 点 者 が 低 得 点 よ りや や 多 く、

高得 点者 が非常 に少 ない。

タイ プ3…0(客 観 的 でない こ と)とAg(愛 想 の悪 い こと)が 属 し、 低 得 点 者 が 平 均得

点者 よ りやや多 く、高得 点者 が相 当少 ない。

タイプ4…1(劣 等感 の強 い こ と)、G(一 般 的活動性)、A(支 配性)が 属 し、平均得 点

者 がか な り多 く、高得点 者が相 当少 ない。

タイプ5…Co(協 調 的で ない こ と)が 属 し、高得点 者が平均 得点 者 よ りや や 多 く、 低 得

点者が か な り多い。

タイ プ6…R(の ん きさ)が 属 し、平均 得点 者が半 数以 上で 、低 得点 者が相 当少 な い。

個 々の性格特 性 につい ては、

D(抑 うつ性)で は楽 天的 な者 が122人(61。3%)、 悲観 的 な者 は4人(2.0%)と 非 常 に

少 ない。

C(回 帰性傾 向)で は約半 数が平均 得点者 で 冷静 な者 は87人(43.7%)と か な り多 い が 、

感情 的 な者 は10人(5.0%)と 非常 に少 ない。

1(劣 等感 の強 い こ と)で は平均 得点 数が128人(64.3%)で 自信家51人(25,6%)、 自

信 欠如者 は20人(10.1%)で あ る。

N(神 経 質)で は神経 質で ない者91人(45.7%)、 平均得 点者 も93人(46.7%)、 神 経 質

な者 は15人(7.5%)と 少 ない。

0(客 観 的で ない こと)で は客観 的 な者 が88人(44.2%)、 平 均得 点 者78人(39.2%)、

主観 的 な者33人(16.6%)で あ る。

CO(協 調 的で ない こ と)で は非協 調 的 な者 が87人(43。7%)、 平均得 点者70人(35.2%)、

協 調 的な者42人(21。1%)で あ る。

Ag(愛 想 の悪 い こと)で は、消極 的な者92人(46.2%)、 平均得 点者87人(43.7%)、 積

極 的 な者 は20人(10.1%)と 相 当少 ない。

G(一 般 的活動性)で は平均得 点者116人(58.3%)、 非 活動 的 な者47人(23.6%)、 活

一233一

N工 工一ElectrOnicLibrarySe-vice



OtemaeUniverSity

本学学生の被服行動 とYG性 格特性 との関連性について

動 的 な者36人(18。1%)の 割合 で あ る。

R(の ん き さ)で は平均得 点者 が112人(56.3%)の ん きな者70人(35.2%)、 慎 重 な者

は17人(8.5%)と 相 当少 ない。

T(思 考 的外 向)で は、熟慮 的 な者135人(67.8%)、 平 均 得 点 者49人(24 .6%)、 非 熟

慮的 な者 は15人(7,5%)と 非常 に少 ない。

A(支 配性)で は平 均得 点者111人(55。8%)、 服従 的 な者65人(32.7%)、 ソシアル リー

ダーシ ップのあ る支配性 大の者 は23入(11.6%)と 相 当少 ない。

S(社 会的外 向)で は、 地味 な人柄 の者139人(69,8%)、 社 交的 な者 は9人(4 .5%)と

非常 に少 ない。

次 に、12の 性格 特性 の平均 値 か ら、おお むね本学 学生 は、 楽 天 的 、 熟 慮 的 で 地 味 な人 柄

の持 ち主で あ り、 その他 の性格 特性 につ いて は中庸(平 均 的)で あ る ことが わか った。

被 服 に対 す る意識 と行動 と被服 行動 との分割表 分析 の結 果 につ いて は、

男性 の 目を意識 し、かつ 同性 の 目を意識 して い るグル ープ とそ の意 見 に対 す る否定 的 なグ

ル ープが存 在 してお り、意 見が二 分化 されてい る。 一方、同性の 目だけを意識 してい るグルー

プにお いて は仲 間 はず れ にな りた くない とい う同調 意識 か らで あ ろ う。

「今 日どん な服 を着 ようか と考 え る と楽 しいです か」 の設問 よ り 「着 る服 が無 くて外 出が

いや に なる こ とが あ ります かゴ の設 問 に強 い関心 と願望 を もっている傾向があることが わか っ

た。衣 は人 な りといわ れ る ように、外 出時 には素 敵 な 自分 であ りた い と願 う女性 心理 の あ ら

われ ともい え よ う。

服 装 に よって変 身願 望 のあ る者 はブ ラ ン ドの服 を着 て変 身 した い と6割 近 い者 が思 ってい

る。 反面 、変 身願望 があ るが ブ ラ ン ドには こだわ らない者が1割 以上 い る。 これ らを勘 案す

る と、変 身す るに は有 名 ブ ラ ン ドの服 の着用 によ って簡単 に変 身が 出来 、かつ 自己満足 が得

られ る と考 えてい るこ とが うかが え られ る。 一方 、 ブラ ン ド服 で な くと も自分 ら しさで変 身

した い と思 って い る者 もい る ことが わ か った。

服装 に よ って変 身願望 のあ る者 は半数 の者が知 らず 知 らず に流行 に乗せ られて いる と感 じ

て い る。 マ ス メデ ィアを駆 使 した メー カーの宣伝効 果 の影響 と もいえ よ う。 一一方 、変 身願望

を持 ち なが ら、服装 の流行 につ いて は シ ビア な眼 を もって いる者 もか な りい る。

被服 行動 調査 とYG性 格検 査 の12性 格特性 との分割 表分析 につ いて は、被服行 動調査 とYG

性 格特性 との関連 度 をカ イ2乗 検定 に よって調 べ た ところ、両設 問 問 に0 .1%レ ベ ル の極 め

て高 い有意差 が認 め られた もの は15組 あ り、1%レ ベ ルで37組 、5%レ ベ ル で は48組 とい

う多 くの項 目間で 関連性 が認 め られ た。

これ らの分割 表 か ら種 々の知 見 を得 る こ とが で きたが 、 い ま、0.1%レ ベ ル の有 意 差 の あ

る もの につ いてみれ ば、次 の よ うに なる。

・冷静 で理性 的 な者 の半 数以上 は男性 の 目を意 識 してい ないが
、女性 の 目は意 識 して服 を着
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ている。

・劣等感に対 して平均的な(中 庸)な 者は、上手 に服 を着こな しているとは思わない傾向が

あ り、 自信家はこの設問についての賛否が同率 となる。

・神経質でない者は、少 し高価で もデザイ ンと品質のよい ものや、はや りすた りのない服 を

選び、人の服装 については批判はしない傾向がある。

・客観的な者 と消極的な者は服のリフォーム(仕 立て直 し)を しない傾向が強い。

・非活動的な者は上手に服 を着 こな しているとは思わないし、服の リフ ォーム もしない し、

外出時に着る服がな くていやになった り、新 しい服 を気にいってもす ぐに買わない傾向があ

る。

・慎重傾向の者は周囲の人達 と同 じような服装 をしている方が、気持ちが落ちつ くように思っ

ていない。 また、人の服装を見て、色 々と批判 しない傾向が相当強いのは慎重な人で もある。

・地味な人柄 の者が個性的な服 を着る方が よい と思 う傾向が強い。

主成分分析 の結果、3主 成分で全情報量の63%が 説明で きた。

第1主 成分は、YG12性 格特性のウエ イ トであ り、第2主 成分は、YGテ ス トにおける衝動

的一非衝動的要因 と情緒的安定 一情緒的不安定の因子であると解釈 される。

第3主 成分については寄与の程度 も小さ く、因子の同定は困難であるが、社会的適応 ・不

適応、思考的内向 ・外向 と主導的 ・非主導的要素 を対に した成分が表れていると考えられる。

YGテ ス トにおける12性 格特性の粗点 を主成分分析法によって解析することによ り、3主

成分によって全体の63%の 情報 を把握で きたこと、とくに第1主 成分で12特 性の強弱関係

がある程度推測され、第2主 成分ではYG性 格テス ト用紙の判定要 因の境 界部分で正負の 因

子負荷量値に明確に表れたことは、YG性 格テス トの粗点算出の的確性 を示す一つの証左で

あると考えられる。
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